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                         Mutsu Nakanishi  From Kobe 2023. 



 収録3. 和鉄の道2023年1年を振り返って 

 高齢化が進む中で迎えた「ポストコロナ」大変革の厳しい新時代の幕開け  

 

 

私の一番知りたかったHP「和鉄の道・Iron Road」のテーマ・Key Ward  

「人工鉄の起源」「和鉄伝来の道」「たたら製鉄の歴史探訪」「日本の起源・鉄の歴史」等々については 

ここ数年資料の合本整理もして、一応道がついたと。 

〇「和鉄の道」・「風来坊」「四季折々・From Kobe 」それぞれに1999年2022年の年次Fileとして、 

収蔵しています。まだまだ、整理のつかない文もありますが、日本国中勝手気ままな風来坊の記録です。 

〇 また１０数年に及ぶ愛愛媛大東アジア古代鉄文化センターの「人口鉄の起源&ユーラシア大陸東遷の道」 

国際プロジェクトの年次成果報告会シンポにも毎年聴講させていただき、その聴講記録集成「たたらの源流 

鉄の起源 & ユーラシア大陸東遷の道」として「和鉄の道・Iron Road」選集整理させていただきました。 

長年鉄に携わってきた私の宝物になりました。 

〇 もう一つ 鉄のない世界 そして日本人のルーツ「縄文」の世界にも現地訪問や数々の会に参加させていただき、 

その素晴らしさを和鉄の道・Iron Roadで紹介させていただきました。 

そして、縄文の世界が世界遺産に登録されるとともに、数多くの仲間と接することができたのもうれしい思い出。 

 

■ 本年は「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と言われた「鉄」がこの新しい時代にどんな姿を見せてゆくのかと 

興味津々。新しい時代のキーワード。 

一方、世相は混沌 混乱の中１年たっても、世界は未だに方向が見いだせないでいる。 

そんな時代の転換点にいる自分を神戸の街からしっかり記録しておくのもHP「和鉄の道」 

目に留まれば、どこかで、何かの役に立つだろうと和鉄の道・Iron Road の発信を続けてきた１年でした。  

◆ 目を覆いたくなる悲惨なウクライナ・パレスチナ ガザの惨状   

絵空事・ゲームの世界と思っていたことが我が身に迫る。 

◆ また、地球温暖化と気候変動による激甚災害の多発原因は 

  人類社会がもたらした産物 今も続く大気中のCO2の急増による。 

神戸の街で暮らす私たちの身近にも、数々の環境変化が見えるようになってきた本年。 

社会生活への影響もひたひたと。もう待ったなしの時代に。 

2023年和鉄の道HP  Top page 季節の便りリスト  

地球温暖化と激甚化する自然災害の急増と理不尽な戦乱の時代 

即時対応は待ったなし また「鉄はどんな姿を見せたのか」 
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        ２０２３年 一年を振り返って  2024.1.5.                   

  

≪社会・経済・暮らしの再建 地球人として生きる社会再構築の大変革の時代の到来≫ 

 課題山積の日本 2022年に引き続き、本年 何一つ解決できなかった日本 

 政治・経済界が言うほど日本は良くなったのだろうか? 

引き続き高齢化が進行する日本社会の疲弊 危機がわが身に迫る厳しい時代と組まねばならぬ日本 

ホストコロナの新時代の幕開け 老化が進む中で傘寿を迎え、いろんなことがあった厳しい年でした 

「鉄は時代を映す鏡」「鉄は産業の米」「鉄は国家なり」と言われた「和鉄の道」 

   「鉄」から眺めた周囲の勝手気ままな今の収集。もう自分の時代ではないと自戒しつつ、何かの役に 

立てばと自らの行動記録メモ。日本は先が見通せぬ混乱の中にあえいだ一年でした。 

  ◆ 目を覆いたくなる悲惨なウクライナ・パレスチナ ガザの惨状  そして頭の上を北朝鮮の弾道ミサイルが 

飛んでゆく。絵空事・ゲームの世界と思っていたことが我が身に迫る。核戦争が現実の脅威に。 

国際感覚がない島国日本は湯日本。気が付けば日本は経済・技術・生活ともG7再下位に。 

  ◆ 大気中CO2急増による地球温暖化と気候変動による激甚災害の多発。原因は人類社会がもたらした産物。 

     地球暴走の危機がもう目前に。脱炭素取組・激甚災害へのインフラ整備の遅れ  

“経験したことのない自然災害”のお題目がむなしく響く 

◆ 資源・食糧・エネルギーの自給できぬ日本の危うさが現実に 急激な物価高が生活にひたひたと 

神戸の街で暮らす私たちの身近にも、社会生活への影響がひたひたと。 

  経済界・政治は経済の回復を歌うが、急激な物価上昇・格差が展開する中で、働く世代の減少が追い打ち。 

  暮らしの疲弊 日本が取り残されている・・・・そんな意識がわが身にひしひしと・・・・・ 

高度情報化社会がもたらした厳しい先行き不安の現実 " 今 幸福なのだろうか? "  

みんな地球人「自分さえよければ・・・ではどうにもならぬ意識と覚悟」の新時代 

何としても突破口・出口を見つけねばならぬ「地球・そして日本」の危機の前に立つ 

Iron Road  世界と共に生きる時代の模索・取組推進の時代の幕開けを実感した一年になりました 

そして、２０２３年年末 まさに今 日本の政治に大激震「自民党各派閥の裏金作り」の発覚 

ボス政治家たちに検察のメスが入った。 この成り行きが良くも悪くも日本を変える 

日本の老獪な仲間政治・派閥政治に幕が下りて、新しい政治が始まるのか 

◎ 日本の今への警鐘 「何も変わらぬこの閉塞感と不安感 心地よい ゆでガエル状態」 

小林喜光氏の指摘に今一度 耳を傾けよう 

https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf 

◎ 2023年のスポーツ界 日本でそして世界で若者たちがフレッシュな姿で躍動する姿を見せてくれた。 

今までの流儀から飛び出した若者たちの流儀のフレッシュな姿 

    これからの日本の希望 「やってみなはれ!!」と応援せねば・・・・・  

https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf
https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf
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              From Kobe 202３  １月 － １２月                  

 

 

       

コロナワクチンの接種が広く行き渡り、コロナが収束へ まだまだ不安がのこるものの 

各自の行動規制も緩和され、待ちゆく人もマスクをはずし、笑顔がのぞく1年に 

でも、ロシアのウクライナ侵攻が収まらぬ中、イスラエルのパレスチナ侵攻。 

そして、コロナで疲弊した中国の不況が世界に影を落とす一方、石油・天然ガスの高騰が 

世界各国を急激な物価高をみまい、いまだに収まらぬ状況 

また、世界各国が取り組む脱炭素社会の取組にも遅れがへかかる一方、地球温暖化による激甚 

災害がわが身にも迫り、またゲームの世界と思っていた戦争の残虐・悲惨な世界が眼前に。 

まったく先が見えぬ中で、老いゆくわが身を感じる一年。 

 

厳しい世相の中で 西神戸・東播磨の毎日walkをデジカメで眺めた四季の移ろい記録。 

また、TV・新聞やインターネット等で見つけた気になるニュースや出来事に思いつくまま 

気の向くままメモにしてFile。いま世界・日本の状況を振り返り眺めるメモ。 

四季折々の移ろいと共に、同じことの繰り返しも多いのですが、視点を変えた新しい発見も。 

２０２３年の私の行動記録になりました。 

 

２０２３年年初には「ポストコロナの希望の年」を思い描いたのですが、 

課題山積 現実は厳しい先が見えぬ年となりました 

２０２４年には 戦争・核の恐怖が薄らぐ、文字通り、平和が世界に満ちますよう。 

 

高齢化が進む中で迎える「ポストコロナ・低炭素社会構築」大変革の新時代  

みんなの笑顔が取り戻せるよう 明日への思いを託す  

はじめて気が付いた戦争の悲惨・核戦争の危機  

即時停戦 ウクライナ・パレスチナに一日も早く穏やかな暮らしを 

２０２３年１２月末 一年を振り返って 



                    

     四季折々・ぶつぶつ From Kobe  Mutsu  2023                            

【目 次】 <1月 – 12月 > top tytle  &  収録                                                   

【四季折々・From Kobe  １月 年賀】   2023年 迎春 年の初めに              2023.1.1.    fkobenenga.pdf               

われら地球人 みんな 明るい笑顔の年で 平和が満ち満ちますように                                            

「 NO WAR from Kobe 」 一日も早く、ウクライナに平和な暮らしが 取り戻せますように                    

          

【四季折々・From Kobe  2月 如月】 春の足音 春はすぐそこに            2023.2.15    fkobeR0502.pdf                        

厳しい寒波にみまわれた１月の末 2 月節分・立春を過ぎて 春の足音がすぐそこに                                   

 ビックリするような出来事が次々と起こったポストコロナの新時代の始まり                                        

三寒四温の春の足音にほっと一息 

収録1. 神戸新聞 2023.2.11.朝刊 如月の随想「遠野物語は懐かしく新しい」                             

収録2. 神戸新聞 コラムにみる令和５年 ポストコロナの新しい時代の始まり                                

収録3. 文珍さんも落語的見聞録 「SNSの陰に潜む鬼に用心」と         

                                  

【四季折々・from Kobe ３月 】  弥生 3月 神戸に嬉しい春の訪れ          2023.3.15.   fkobeR0503.pdf          

街角ほのかに梅の香り 新生の息吹に満ちた 春３月 いかなご新子漁も３月４日に解禁                         

原チャリで駆けて梅見に 神戸に春到来!! まだまだ 足は動くし、好奇心・気力はある                         

老いゆく身には厳しい時代ですが、パッと明るい神戸の春を届けます 

収録1. 神戸にうれしい春が来た!!  いかなご新子漁解禁                               

収録2. コラム「正平調」より ３月心に響いた言葉 

収録3. 文珍さんの落語見聞録「戦争なんて『もうケッコー』」               

                               

【四季折々・From Kobe 四月】 桜満開の神戸の春 神戸の桜便り         2023.4.1.   fkobeR0504.pdf                          

四月の風と共に桜が咲いて、野山は一気に芽吹き 新生の息吹を胸一杯                                       

コロナもやっと収束へ マスク外して笑顔、みんなみんな 日々新た 

 

【四季折々・From Kobe  新緑 薫風5月】 令和５年新緑の神戸便り         2023.5.7.   fkobeR0505.pdf                      

周辺の野山は芽吹いて新緑へ 刻々と変化する新生の息吹 

ポストコロナの新時代 新しい風が吹き始めました 新時代への思いを募らせて                                

  
                       

【四季折々・From Kobe   6月】 水無月 梅雨入り 6月神戸便り                2023.6.5.    fkobeR0506.pdf       

  コロナも落ち着き 輝きを取り戻した神戸 

収録1. 久し振りの映画「ハマのドン」 カジノはイラン! ドンの叫び                                             

収録2. 文珍さんの落語的見聞録「落語の台本 AIに依頼したら」   

                                                                      

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0502.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0503.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0506.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0506.pdf


                            

【四季折々・From Kobe   8月】ひまわりの夏2023 神戸便り         2023.8.5.    fkobeR0508.pdf                             

 酷暑が続く毎日 無理せず 毎日を元気に                                                                   

    ■ ひまわりの夏2023 photo 点描  ■ 8月5日 原爆の日 

「命は宝」「NO WAR」 原爆の恐怖と苦しみ  核兵器廃絶は地球人が生き延びる道                              

日本・世界に平和な暮らしをとりもどそう                                                                

収録1. 年寄りの戯言  新しい時代に日本の先行きは?  頭によぎる不可思議な日本                                

収録2. 文珍さんの落語見聞録 「認知症の薬名前思い出せず」                         

 

【四季折々・From Kobe   9月】 夏から初秋へ 神戸季節の便り              2023.9.10.    fkobeR0509.pdf                         

今頭にあること & 西神戸須磨近郊 季節の移ろい点描 2023.                                                    

酷暑と目まぐるしく変わる天候の中で お互い無理せず今を元気に                                              

【収録 1】文珍さんの落語見聞録  

盆の時期も終わりましたが、「お盆のナスに 似てきたなぁ」                        

【収録 2】今頭にある気にかかる事 先が見えぬ日本 日本は何処へむかうのか                                      

            
 

【四季折々・From Kobe  10月】 西神戸・東播磨の秋 神戸便 里の秋景色       2023.10.10.  fkobeR0510.pdf                

お彼岸が過ぎて 酷暑が収まり、空も山も街も 一機に秋の風                                                    

●西神戸・東播磨の里の秋景色点描  ●今月の神戸新聞 「正平調」ほか                                          

収録  1. NHK BS「小さな巨人 緒方貞子さん運命の分岐点」を聴取して                        

収録 2  桂文珍さんの落語的見聞録 「ソレ」で関西は盛り上がりまっせ   

                                       

【四季折々・From Kobe  11月】 深まりゆく秋 コスモスの秋 点描 神戸便り     2023.11.15.  fkobeR0511.pdf                    

■ 日本シリーズ 阪神の優勝 おめでとう。歓喜がこだまする嬉しい関西の秋に                                       

■ 11月 深まりゆく秋 コスモスの秋 点描 

■ 今月の神戸新聞コラム 「正平調」 ほか 気になるニュースより 

収録  1. 国際情勢は厳しい混乱の時代に 神戸新聞 朝刊コラム「正平調」 他                           

収録  2. 文珍さんの落語的見聞録 「時間をかける旅が一番リッチ」 

収録  3. 日本シリーズによせて 関西決戦の日本シリーズに大盛り上がり  これぞ野球 関西人!!      

             

【四季折々・From Kobe  12月】 師走の神戸便り                             2023.12.1.   fkobeR0512.pdf 

   忘れていたものを若者たちが教えてくれた「この厳しい時代を生きる知恵 生きる力」                   

今年の秋若者たちが見せてくれた躍動「一つになれば 奇跡は何度も起きる」                                    

■ Merry Christmas! 2023 われら地球人 平和で穏やかな暮らしに思いをはせつつ                  

■ 師走の街 神戸 街には真っ赤な紅葉が残る中 あっというまに師走に                                        

収録  1. 文珍さんの落語的見聞録「 キャッシュレスの「時うどん」は」                                        

 後戻りができなくなったデジタル時代 一番大切なのはルールと知恵かと                               

収録  2. 今月の神戸新聞コラム「正平調」ほか ニュースメモ ぶつぶつの言い残し                     

収録  3. 和鉄の道2023 年1 年を振り返って                                                               

                                                                             

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0508.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0508.pdf


令和５年 年賀 年の初めに 新しい目をもつ若者たちに期待一杯 

昨年一年を 振り返りつつ                  Mutsu Nakanishi 

  

     和鉄の故郷 近江瀬田丘陵 源内峠製鉄遺跡 https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron03.pdf 

  

https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron03.pdf
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≪社会・経済・暮らしの再建 地球人として生きる社会再構築の大変革の時代の幕明け≫ 

鉄を含め、日本の主要産業・経済・暮らしの疲弊  

先行き不安が漂い 日本が取り残されているとの思いが頭をよぎる 

 
https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf より 

      

もう自分の時代ではないと感じる歳になり、God be with You!! も口癖に  

でもまだまだ 好奇心もあり 足も動く  一年 また一年 日々新らた 

われらみんな 地球人 お互いに思いを寄せて 

高齢で迎えるポストコロナ・変革の厳しい新時代を前向いて  

   

             頭は回らなくなってきましたが、まだまだ好奇心もあり、足も動く 

             God be With You    本年もよろしくお願いします   

                                  令和５年元旦      Mutsu Nakanishi  From Kobe 

                          https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/R05nenga.htm 

https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/R05nenga.htm


【 From Kobe ２０２３年 年賀】   Monthly Page 令和5年年賀 

2023.1.1. Mutsu Nakanishi      fkobeR05nenga.pdf 

 

【和鉄の道・Iron Road 2007】 

https://infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron03.pdf 

皆様にとって 平和で明るい笑顔の歳でありますよう 

われら地球人 みんなに平和が満ち満ちますように 

「NO WAR  from Kobe」 

一日も早く、ウクライナに平和な暮らしが 

取り戻せますように 

スクラム組んで コロナ収束まで もうひとふんばり 

みんなの 笑顔が取り戻せるよう 

本年もよろしくお願いします 

令和５年元旦 

Mutsu Nakanishi  From Kobe                https://infokkkna2.com/ironroad2/video2/PrayerUkuraine.mp4 

 

https://infokkkna2.com/ironroad2/video2/PrayerUkuraine.mp4
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     本年が希望に満ちた明るい平和な２０２３年になってほしいと願わずにはおられない。 

 政治はいまだにうんざりする場当たり的な対応とバラまき政治。老獪・経験だけの仲間政治。 

 本来ならば、国民の理解を得て 時代を見据えて 向き合う姿勢が必要なのに、美事麗句の言葉を並べて、みんなみんな 

ほうかむり。社会全体の疲弊 そして世界が見えぬ・・・・・。 高齢者にとっては 先がどうなるのか不安感が募る  

 今はwith コロナ 行動制限が解かれ街には活気が・・・・・  でも コロナも不安感一杯の再流行の兆し  

 日ごとに増える「重症・死亡者数」にも「高齢者がほとんど」とまた「自己責任」を振りかざしての切り捨ての政治。 

 日本社会の疲弊 若い人を待ち望む声が日増しに高まる一年でした。 

 でももう愚痴は言うまい。 まだまだ 足は動くし、好奇心・気力は一杯 今を元気に 精一杯。 

 若い人たちへの期待と希望が膨らんだ年でもありました。 

 みんな地球人「自分さえよければ・・・ではどうにもならぬ」新時代が目前に 世界と共に生きる時代の模索の幕開けを 

実感した年でした。 
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本年後半には 若者たちの強い意志の塊が多くの「奇跡の姿」を見せてくれた年でもありました。 

「あきらめない 一つになれば 奇跡は何度も起きる」「偶然ではない 奇跡の姿は何度でも・・・」  

  もう はっきりと期待が膨らむ「明日は若者の時代」だと・・・・・・  

かつて「とにかく やってみなはれ」と 若者たちを後押ししてくれた時代のように 

若者たちを応援したい。  

 

年の初め 昨年一年の和鉄の道の記録を読み返しつつ、「2022年和鉄の道」の電子ブックの整理作成中 

一年を振り返りつつ、これからの道へのアプローチ 

なんとしても平和で明るい日常の暮らしを取り戻せる２０２３年になってほしい 

希望と期待一杯の年の初めです 

 

穏やかな暮らしが実現できるよう スクラム組んで 新しい時代へ 前向いて 第一歩  

和鉄の道 HP お付き合いありがとうございます。本年もよろしく 

 

もう自分の時代ではないと感じる歳、God be with You!!  も口癖に  

高齢で迎えるポストコロナ・変革の厳しい新時代を前向いて 

みんなの力で取り戻そう 穏やかな日常を 

まだまだ 好奇心もあり 足も動く  一年 また一年 日々新らた 

お互い無理せず前向いて 今を元気に  

          FROM  KOBE Mutsu  Nakanishi  2023年 年の初め、思いつくままに 

 

 

■ 2022年 和鉄の道・Iron Road  一年を振り返って  

   ◎ 和鉄の道・Iron Road 2022 掲載総括 

   https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/2022allbookironroadtopics.pdf 

    

◎ 和鉄の道 日本の源流・製鉄遺跡探訪 2022年１年を振り返って トピックス 

   https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/bookiron2022outline.pdf 

◎ 風来坊 Country Walk 神戸籠りの一年  2022年１年を振り返って トピックス 

   https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/bookwalk2022outline.pdf 

◎ 四季折々・From Kobe with コロナ激動の2022年１年を振り返って トピックス 

    https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/bookmutsu2022outline.pdf 

 

https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/2022allbookironroadtopics.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/bookiron2022outline.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/bookwalk2022outline.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/book2/bookmutsu2022outline.pdf
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        【四季折  々 From Kobe 】                   fkobeR0502.pdf 

       ２月如月 春の足音  神戸便り  2023.2.15.   Mutsu Nakanishi 

 
 収録  ふむ ふむ ふむ  思いつくまま 2023年２月 神戸新聞より  

       1. 神戸新聞 2023.2.11.朝刊 如月の随想 「遠野物語は懐かしく新しい」より  

        2. 神戸新聞 コラムにみる  令和５年 ポストコロナの新しい時代の始まり 

        3. 文珍さんも落語的見聞録で・・・・ 「SNSの陰に潜む鬼に用心」と 2023.2.9. 

厳しい寒波にみまわれた１月の末 2月節分・立春を過ぎて 春の足音がすぐそこに 

年の初めから ビックリするような出来事が次々と起こった ポストコロナの新時代 

世相は混沌 不安感一杯の混乱と革新 日本のみならず世界が混乱の渦の中 

幸い まだまだ予断は許さぬが、コロナは収束へ向かい始めているようだ 

早く穏やかな暮らしに戻りたい 前向いてこの厳しい時代を乗り切ってゆかねばと。 

三寒四温の春の足音 暖かい日差しにほっと一息 戸外に飛び出して 

       2023年如月 Mutsu Nakanishi   From Kobe 

 

本年になっても ロシアのウクライナ侵攻は終結せず、ますます拡大の道 山積する課題に右往左往する世界  

 一方、日本を取り巻く中国・北朝鮮の脅威も身近に…・ 資源のない日本にとっては益々厳しい時代に。  

 この厳しいポストコロナの変革の時代に 高齢化・疲弊・格差が進む中 いまだに経験・頂点同調同質を求める 

日本社会の課題が山積み。 資源のない日本で、ますます進む物価高 世界が見放したら・・・・・ 

飛び出す姿勢を無くしては 新しい時代を切り開けず。 

苦難を切り開くエネルギ-を持つ若者たちに期待一杯  元気に取り組む若者たちにエールを送ります 
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本年１月中旬から２月半ばにかけての世相に関

する新聞スクラップを下記に示しましたが、本当

にビックリするような事が次々と。ポスト新時代 

地球人としての生き方を求められる深刻な日本

の課題が噴出していてる。 

みんな地球人 

「自分さえよければ・・・」ではどうにもならぬ。 

「世界と共に生きる時代」に 経験・頂点同調を振

りかざしても到底生き抜けぬ。 

判っているけど、解はなし。 

パンドラの箱を明けると見えてくる厳しい日本の

実態 

日本の疲弊と孤立 物価の上昇に追い打ちをかける雇用不安 

朝令暮改 混迷を深める日本の仲間政治と孤立感 誰しも抱く明日は我が身の厳しい時代に‥‥ 

そんな風潮を冗長するかの如く 理不尽な日常の

暮らしを奪う事件が次々と起る。 

自分の事と捉えてくれぬ世間 

「自己責任」の冷めたい声に目を奪われる。 

「自分ならどうする???」と自問自答するが・・・・。 

ホストコロナの新時代の始まり  

みんな地球人 「自分さえよければ・・・ではどうに

もならぬ令和の新時代」この厳しい新時代の中で  

平和で穏やかな暮らしを 

みんながみんな 早く取り戻せますように 

 

ビックリするような事が次々と起こってきた世相 

あなた任せにできない変革の新時代の到来です。 

地球全体に吹きまくる厳しい嵐に 

立ち位置しっかり 前向いて。 

答えはないが、いつ わが身に・・・・・・と。  

そんなことも考えるこの春ですが、暖かい日差しのなかに 身を置いて 今を元気にと 

大空見上げ ほっと一息 春の日差しを胸一杯前   

三寒四温 春の足音 春はもう すぐそこに 

 



      ◎ 神戸の歳時記 ２月春の息吹 春の足音  春はもうすぐそこに 

■ 寒波襲来 すっかり雪化粧した自宅周辺 須磨妙法寺若草の丘で  2023.1.25. 早朝 

 

すっかり雪景色となった若草の街    山の肩に陽が昇りはじめて、この雪景色も一時のものに 

    でも こんなにきれいに雪化粧した若草の丘もほんとうに久しぶり 風邪も吹っ飛んで 朝早く 戸外へ 

    でも 寒波襲来の豪雪に見舞われた方々にとっては 本当に厳しい雪景色。 大変だったろうと。 

    また、厳しい寒さに耐えつつ ロシアと対峙しているウクライナの人たちにも早く平和な日常が訪れますように。 

    北風小僧 もうこれで 飛んでいけ!!   何とかコロナもこのまま収まって 春を待ち焦がれます。 

                               God be with You!!   2023.1.25.早朝 若草の丘で  

      ■ 長田神社 節分追儺式と須磨離宮公園の蝋梅と梅  2023.2.3. 

 

     ■ 青空に流れる雲 ぽかぽか陽気に 菜の花が咲き始めたコスモスの丘には家族ずれ  2023.2.13. 

   

 春はもう すぐそこに   子供たちの明るい声が響く    喜び一杯 運んで春よ来い 

                                                       From Kobe  Mutsu Nakanishi 



収録  From Kobe  ２月 ふむ ふむ ふむ  神戸新聞コラム・文化面・科学面より 

          1. 神戸新聞 2023.2.11.朝刊 如月の随想 「遠野物語は懐かしく新しい」より  

         2. 神戸新聞 コラムにみる  令和５年 ポストコロナの新しい時代の始まり 

         3. 文珍さんも落語的見聞録で・・・・ 「SNSの陰に潜む鬼に用心」と 2023.2.9. 

  1. 神戸新聞 2023.2.11.朝刊 如月の随想 「遠野物語は懐かしく新しい」より  

   久し振りに赤坂憲雄先生の随想記事に接した。 かつて縄文三内丸山遺跡で何度かご一緒したことがある。 

   いつも静かな語り口で、深く物事を眺める眼差し。 縄文遺跡の展示を前に 

「この巨木がここまで どんな方法で運ばれてきたのか… 村の人たちは・・・・」と考えておられたのを思い出す。 

 「東北学」そして 関東大震災からの東北復興にも、経済優先の世相の中で 東北の人たちの暮らしに寄り添った提 

言・評論記事をも。 

 今回の記事 「遠野物語」の奥底に流れる今を生きる日本へのまなざし。 しっかりと。 

神戸新聞にぶれることなく現場主義を貫き、評論を掲載されてきた内橋克人氏がなくなられ、その鋭い指摘を目に 

することがなくなって、寂しくなった昨今 赤坂先生の「遠野物語」の随想のまなざし 心に響きました。 

ポストコロナの新時代 数々の情報がまき散らされる時代に「ぬるま湯の心地よさ」ばかりに浸っていてはならぬと。 

   また、厳しい世相の中 新聞コラムにはっと気が付く事多しです。 
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2. 神戸新聞 コラムにみる 新しい時代の始まり 

 混乱と革新の未来不安の門出  人任せにできぬ先行き不安の道 風潮に流されず、考えよう 

 ◎ 「絆」言葉遊びにならぬよう 社会の安全網・セーフティーネット  １．１７.が過ぎて寒い集合住宅火災に 2023.1.23.  

    中央が地域の暮らしを破壊したと 世界が奇異の眼で見ている日本 頂点同調 何も決めない日本 

 

 ◎「福は内 鬼も内」 内に招いた鬼が笑う家には災難が寄り付かなさそうだと  2023.2.3. 節分 

 

 ◎ 驚愕の「闇バイト」犯罪  何でもかんでも情報万能の世相  「バイト」ほかネットには闇が横行 

     人類が生き抜くことができたツール「表情」・「なまの声」 それを捨てては生きられぬ 
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◎ 必要悪?   違うでしょ システムを替えねば・・・・益々問題は拡大やとフムフムフム 

 

  3. 文珍さんも落語的見聞録で・・・・ 「SNSの陰に潜む鬼に用心」と 2023.2.9. 
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        【四季折  々 From Kobe 】                   fkobeR0503.pdf 

 弥生 3月  春の訪れ 神戸便り  2023.3.10.   Mutsu Nakanishi 

コロナもインフルも収束へ 期待一杯の春 穏やかな暮らしが取り戻せますよう 期待一杯の春です 

 
収録. ふむふむふむ 2023年3月 神戸新聞より  

収録1. 神戸にうれしい春が来た!!  いかなご新子漁解禁 2023.3.4. 

収録2. コラム「正平調」より ３月心に響いた言葉 

収録3. 文珍さんの落語見聞録「戦争なんて『もうケッコー』」 

 

弥生３月 コロナも何とか収束へ 嬉しい春の訪れ 

西神戸に春を告げるいかなご新子漁も３月４日に解禁  もう高級魚並みですが、ちょっぴり春を味わいました 

街には明るさを取り戻し、我が家では家内がいただいた折紙人形の雛飾り 

庭も春の草花が一杯の花盛り メジロが花をついばんでいます  

梅便りや菜の花畑の便り 街角ほのかに梅の香り 新生の息吹に満ちた 春３月 元気出して 頑張ろう…と  

久し振り 家籠りを脱して、原チャリで駆けて梅見にもでかけました 

神戸に春到来!!  嬉しい春の訪れ  

まだ予断は許せない厳しい世相  政治は混沌 先の見えないポストコロナの時代 

でも もう愚痴は言うまい。 まだまだ 足は動くし、好奇心・気力はある  

今を元気に精一杯 

老いゆく身には厳しい時代ですが、パッと明るい神戸の春をとどけます。 

２０２３．弥生3月 FROM  KOBE Mutsu  Nakanish 
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仲間から、鶯が近くで鳴き始めたとの便りが届きました。 

嬉しい便り ありがとうございます。 

我が家の庭にも メジロが頻繁に来るようになりました。 

相も変わらずですが、頭まわらずで、 

Photo Album 的な構成になってしまいました。 

弥生３月 神戸の春の明るい便りが伝わればありがたいです。 

やっとコロナも 峠を越えて、  

少人数ながら 仲間と出会えるようになって 嬉しい限り。 

でも 高齢 無理は禁物と自制しつつ。お許しください。 

このままあかるい春になるよう 期待一杯です。 

 

この３月は卒業シーズン 新しい道へ踏み出す若者たちへ 

どうか思い切り 羽ばたいてとエールを送ります。 

我が家の孫たちも元気にすくすくと  

それぞれの道をまっしぐら。  ありがとうございます。 

 

 ２０２３年弥生 ３月 うれしい春の訪れ 

「自分の身は自分で守る」の心意気 でも ひとりじゃない   

時には声を上げて 一人で がんばらないで!!  

互いに連絡とりあって  笑顔で 毎日を  穏やかな暮らしが取り戻せますよう 期待一杯の春です 

God Be With You!!  

 2023.3.15.  Mutsu Nakanishi 



   弥生３月 神戸にうれしい春が来た!!  梅や菜の花の香りに誘われて 野鳥たちもやってきた        

   
    収録1.  神戸にうれしい春が来た!! いかなごの新子漁解禁  

収録2.  収録2.  神戸新聞 コラム「正平調」より ３月 心に響いた言葉  

        取り残された人々の「つぶやき」を聞く力 

収録3.   桂文珍さんの落語的見聞録「戦争なんて『もうケッコー!』」神戸新聞3月9日朝刊より 

私たちの生活にも影響がひたひたとしのびよる 戦争なんて「もう ケッコー!」 

       ロシアのウクライナ侵攻が始まって1年  文珍さんも今の暮らしをグサッと 

 

 

 

 

 収録1.    神戸にうれしい春が来た!! いかなごの新子漁解禁   

 
ことしも不漁 もう手が出ない高値で、孫たちに送る分からちっとおすそ分け。 

残念ながら大阪湾沿岸のいかなご新子漁は数日で打ち切りに。 

でも，希望はある。極端な水質浄化を戻せば何とかなると・… 

海も山も川も生きている 地球連環の大切さ 来年はいかなご 戻ってくるかなぁ…‥ 

ウクライナに平和が一日も早くもどりますように 

平和な暮らしを取り戻したい  

何とか早く戦争が終わりますように 
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  収録2.  神戸新聞 コラム「正平調」より ３月 心に響いた言葉    

   この春と共に やっとコロナが収束へ 街も人も活動を記事めた嬉しい春。 

   でも 政治は一向に先をみない付け焼刃… 心配な春です。 でも愚痴は言うまい 前向いて 

 

 



収録3 桂文珍さんの落語的見聞録  神戸新聞3月9日朝刊より 

「戦争なんて『もうケッコー!』」 

   ロシアのウクライナ侵攻が始まって1年  文珍さんも今の暮らしをグサッと 

私たちの生活にも影響がひたひたとしのびよる 戦争なんて「もう ケッコー!」 

 

 

 

 

 

 
    

 

ウクライナに平和が一日も早くもどりますように 

平和な暮らしを取り戻したい  

何とか早く戦争が終わりますように 



   【 From Kobe 2023 ４月 】 令和５年桜満開の４月 神戸桜の便り 

コロナもやっと収束へ マスク外して 笑顔が見える 

四月の風と共に桜が咲いて、野山は一気に芽吹き、新生の息吹を胸一杯 

ポストコロナ新時代 若者も高齢者も みんなみんな 日々新らた  

   収録【スライド動画】神戸の春2023ミツバ ツツジの散歩道 横尾道/須磨 鉄拐山/旗振山の散策路 

 

日に日に老いゆく身には 厳しい時代ですが、 やっとコロナも峠を越して うれしい春に  

とにもかくにも 少しでも歩いて  外の空気を吸うのが一番と聞く 

うれしい春  近くの毎日walk  元気に励んでいます 

God be with You!!  お互い無理せず今を笑顔で  

 

我が家の庭も春一色に ツタンカーメンの豆の花も咲きだして 春爛漫 

2023.4.1.  Mutsu Nakanishi   From Kobe 
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https://www.youtube.com/wat 

ch?v=eqLcQJlt-Bk 

街の桜が美しい４月は新年度 新生の息吹を胸一杯  

ポストコロナの厳しい時代の新しい門出  

老いも若きも みんなスイッチon   

スクラム組んで 笑顔で前向いて 

人任せでは立ち行かぬ厳しい日本の行く末  

厳しい時代ですが、 

変革の担い手は若者の手で!! 

元気に思い切りはばたけ!!とエールを送る 

 

 

 

https://www.youtube.com/wat　ch?v=eqLcQJlt-Bk
https://www.youtube.com/wat　ch?v=eqLcQJlt-Bk


  

コロナが収まり 桜も咲いて、周囲の野山は新生の息吹に満つ４月 

街にも活気 マスクをはずして飛び出した笑顔 心地よい空気を胸一杯 

元気いっぱい 新しい空気を吹き込もう 老いも若きも新しい時代を元気に!! 

 

   

 

 

 

 南の崖で 精一杯枝を広げる私の好きな我が街の一本桜 今を元気に 

   



心に響いた言葉 

  前月に掲載した言葉ですが、コロナ終息への道が付いた今 ポストコロナの新時代へ 

  今一度 かみしめてみたいと。 

政治家やマスコミは相変わらずの頂点同調老獪曖昧政治 日本独自といえば聞こえがよいが、 

ふと見れば国際孤児になりかねぬ状況  独自の主張も行動も見られず、頂点同調が外交まで・・… 

この３年間で色々見えた日本の疲弊・急速な高齢化・世代格差・雇用の矛盾の中で物価の急上昇 

世界に目を向ければ、ウクライナへのロシア侵略と核戦争の危機 平和とは何か・・ 

ぬるま湯日本から脱して、若者主導の変革へ。 逆戻り日本にならぬよう。 

                    2023.3.31.  Mutsu Nakanishi 
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【 From Kobe 2023４月 収録】【スライド動画】 神戸の春2023 

 ミツバ ツツジの散歩道 横尾道/須磨西六甲鉄拐山/旗振山の散策路で  2023.4.2. 

明石海峡・須磨能浦を見下ろす旗振山・鉢伏山腹の須磨山上遊の桜も満開に 

   

  春の須磨の西六甲周辺には桜の散歩道・ツバキの散歩道のほかにもう一つ 登山道や里山の山腹に咲く 

三つ葉ツツジを巡る散歩道がある。 

私のメインの散策路 横尾道から鉄拐山/旗振山への散策路もその一つ 芽吹き始めた野山でこのピンクの花 

が咲きだすともう春から新緑の季節へ草木萌え 新生の息吹 春を胸一杯吸い込んで 心地よし。 

今年も美しいピンクの花をつけました。この散歩道の西端旗振り山では 今ちょうど山上遊園の桜が満開に 

明石海峡・須磨の浦ののどかな景色と共に眺める桜も神戸の桜の掉尾を飾る美しい春景色  

コロナが収束に向かいうれしい神戸の春景色です。 

まだ きっちりできていませんが、スライド動画とPhoto Albumでご紹介 

     

    

     

 収録  神戸の春2023ミツバ ツツジの散歩道 横尾道/須磨 鉄拐山/旗振山の散策路 2023.4.2.  

  https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/R0504TsutsuziRoad.mp4 

 https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/R0504TsutsuziRoadphoto.pdf 

 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/R0504TsutsuziRoad.mp4
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/R0504TsutsuziRoadphoto.pdf
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【From Kobe   2023年 新緑 薫風5月】    2023. 5. 7.                    fkobeR0505.pdf   

 周辺の野山は芽吹いて新緑へ 刻々と変化する新生の息吹 

ポストコロナの新時代 新しい風が吹き始めました  新時代への思いを募らせて 

 

新型コロナも何とか収まって 国の対策規制もはずされ、 街にも活気と笑顔がもどってホッと一息。 

うれしい５月 吹き来る風も心地よし 青空に手を力いっぱい広げて  日々新らた 

一日一日を元気に重ねる毎日です。 

 

言葉は、ポストコロナの厳しい新時代の幕開けですが、物価高・生活再建・ウクライナの悲惨な状況等が 

わが身にも迫る厳しい時代 また、G7の経済大国とはもうはるか程遠い状況を知り、ビックリの戸惑い。 

さらに地球温暖化がもたらす気候変動の影響は地球暴走目前 国際社会は待ったなしの脱炭素・CO2 Zero 

エミッション達成へ一斉に舵を切る。 

新しい風が吹き始めた今 対応は人それぞれ でも ぬるま湯日本からの脱出を・・・ 

玉石混合 何が正しいのか見えぬ現代社会の今 健康で暮らせることを感謝しつつ、行動半径はせばまりましたが、

まだまだ足は動くし、好奇心もある。さぁ マスクを外して うまい空気を胸一杯 

仲間の元気を応援歌に 時代に流されぬよう自らを励ます5月の始まりです。 

                                                      2023.5.5.   from Kobe  Mutsu  Nakanishi  
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≪ポストコロナの新時代 新しい風が吹き始めました新時代への思いを募らせて≫ 

新緑 風薫る５月 周辺の野山は芽吹いて刻々と変化する新生の息吹  

    

 

薫風５月の風に乗せて 新しい風が吹きはじめました 

新型コロナも何とか収まって 国の対策規制もはずされ、 街にも活気と笑顔がもどってホッと一息。 

うれしい５月 吹き来る風も心地よし 青空に思い切り広げて  日々新らた 

待ちに待ったうれしい再会の春に期待一杯。同窓会・同期会 仲間との出会いの誘いがいくつも来る。 

今でなければとの思い、「行く 参加するぞ」とうれしい返信を送る。 

この久しぶりの出会いの中で、先に逝った仲間とも一緒に楽しもうと 

薫風５月の風に乗せて ポストコロナの出発に。  

  ２０２３.5.7. From Kobe   Mutsu Nakanishi    



 

 

 



■ ４月NHK BS1 スペシャル 脱炭素へのロードマップ ビジネス界1.5°C目標への挑戦を視聴 

低炭素社会構築・2050年CO2Zeroの約束取組現状   日本の取組遅れと危機感のなさにビックリ 

世界が急速に取り組み実績を重ねつつある中で、日本が世界とこんなに取り残されつつあるのかと。 

世界は地球人を問われる厳しい時代に疲弊・老化が進む日本では課題山積。 

そんな中で、一人取り残されつつも、心地よいぬるま湯につかる日本、そんな構図。 

「危機感のなさは こんなに世界とかけはなれているのかと」 時折感じる違和感がこれか……とも。 

 

世界では 化石燃料火力・原発から 再エネ・

大型風力洋上発電に主力発電が切り替わり始

めている。 

原発1基に相当する大型洋上発電の操業が欧

米のみならず、日本ではほとんど話題にもな

らない風力による大型洋上発電が、アジアで

も始まろうとしている。 

でも 日本では陸上風力も難題が多く推進が

はかどらない。 

石炭火力も原発も今後の主力電源として譲れ

ない日本。  

 

風力発電特に洋上風力がヨーロッパでこんな

に伸びているとはつゆ知らず。 

ドイツは2040年再生エネルギーが80%に

できると成果を示している。 

鉄鋼においても 実製造ラインで作られた脱炭素スティールがボルボなど実用車に使われるところまで来ていると。 

ビックリです。 

でも世界は再エネ・風力発電に時期の主力エネルギーの道をすでに切り開いている。 

日本だけが何か取り残され感。 このエネルギー分野だけなのだろうか・・・気になるところです 

 



収録1. 「低炭素社会構築・2050年CO2 Zeroの約束」取 組 現 状 

こんなに世界と日本はかけ離れているのか・・・・とびっくり 

2050年CO2 Zeroの約束  地球の温度上昇1.5℃以下が達成できなければ 地球暴走 もう戻れない 

 

◎ G7先進国の中で、日本のみが火力発電からの脱却時期を明示していない 

◎ 日本の原子力発電完全停止・再生エネルギー開発の遅れ   世界では再エネが主力発電に 

    原発1基に相当する大型洋上発電の実用化取組とスピードの遅れ 世界で大型洋上発電が操業が始まろうとしている                                                    

◎ 石炭・天然ガス等化石燃料の炭酸ガス排出量軽減取組に重点では 2050年CO2Zeroの約束に間に合わない 

  

日本の脱炭素社会構築の取組や CO2 削減取組の報道並びに「和鉄の道」掲載収集資料を作成中もその具体的アプロ-

チがいまひとつ見えず、いつも何か違和感を感じています。 

政府が出す資料も  今はやりのロードマップと称してのお題目の羅列。具体的な取組評価に基づく、アクションプラン

が全くなく、なにか掛け声倒れ・良いとこ取り・企業宣伝臭さの感がぬぐえない。 

やたらに英語・新語が飛び交い、会議に参加することのみが目的・役割?との透明説明と称する発表。 

資料を収集していて、一番気になるのが、「最終目標への到達度と次のアクションプランがお題目のみで、当事者以外

にはふたをする」日本流。コンセンサスのなき日本の透明取組。 

悪く言えば 垣間見える中身は 全くチェックと自己評価のない官僚・研究機関の描く筋書きと経済・産業界への丸投

げは対応。当事者・推進役を自認する政治家や経済界が内容と具体的な進行度合いを確認しているとは思えず。 

マスコミ・特にTV報道等は自律性を失いつつあるように見える。若者離れも致し方なし。 

これが、何事にも日本の風潮 額面通り進行できるとは見えない。 これでよいのか…  

問題提起がなされ、世界で具体的な共同取組がはじまって、もう随分になるとおもいますが、 

最近、特に思い描く日本の姿と世界の進捗が大きくかけ離れていることに驚くことが多くなってきました。 

「日本が取り残されている・・・・・・」と。 

  この番組で、昨年の COP27 の国際会議の参加者たちは日本と世界との取組・スピード等々の距離感が大きく離れて

いるのに驚いたという。そんな脱炭素社会構築・温暖化による地球暴走に歯止めのターゲット「2050年CO2 排出ゼ

ロへの世界的取組」について、日本の現状を分かりやすく解説した NHK BS1 スペシャル「脱炭素へのロードマップ 

ビジネス界1.5°C目標への挑戦」を 視聴して 感じた事を世界の取組進行状況取りまとめました。 

あいまいだった日本の現状 そしてそれを打破する視点が数多く解説されていました。 

ずっと和鉄の道・Iron Road に「鉄鋼」を主に脱炭素社会構築に関する資料収集を続けてきましたが、それらを眺める

視点整理にもなりましたので、皆様の現状把握の助けになればと視聴した内容を抜粋スライド資料にまとめました。 

既に番組視聴されていれば、お許しください。 

独りよがり、知識不足の点等色々ありますが、日本の現状を考える一つの材料になればと私の視聴記をご紹介。 



   和鉄の道2023年5月掲載 NHK BS1 スペシャル 

        「脱炭素へのロードマップ ビジネス界1.5°C目標への挑戦」を視聴して 

          日本の現状と世界」視点ほかの内容を転記スライド整理 2023.4.25.   

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonweb.pdf 

 

  

   

脱炭素社会構築・温暖化による地球暴走に歯止めのターゲット「2050年CO2 排出ゼロへの世界的取組」。 

日本ではまだまだ感のある大型浮体型洋上発電が原発・化石燃料発電のエネルギー源として、すでに実用化が始まり、 

原発や化石燃料・石炭火力に頼らぬ 原発一基 = 1GW級大型洋上発電所の建設・操業が欧米・アジアでも。 

日本ではまだ開発段階で大きく出遅れている大型風車による洋上発電。 

日本と欧州を中心とした世界との差に大きなショックを受けました。 

新しい時代のビジネスモデルと新しいビジネス創出にも 既存・経験にこだわらず、フレッシュな取組を急がないと。 

かって高度成長の時代 先輩たちが若者たちに「やってみなはれ」とフォローしてくれて、 

新しい時代が開いたように、若者たちに活躍の場を与える度量が欲しいと・・… 

 

収録2 4月２５日 神戸新聞 正平調の記事に コロナ禍３年をしみじみ思い浮かべ重ねて 
■ 収録参考資料   脱石炭火力・エネルギー転換 2050年CO2排出ゼロに向けての現況  インターネットより 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonAttached.pdf 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonweb.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0505ZeroCarbonAttached.pdf


   収録2.   

  

４月２５日神戸新聞朝刊のコラム「正平調」が １８年前 私の故郷 長年勤めた職場のすぐ近くで起きた 

痛ましい事故JR尼崎福知山線事故を取り上げていました。 

JR尼崎福知山線事故は一つの価値にこだわりすぎたこの時代への教訓かと 

風化させてならぬこととは何だろうか・・・・・・ 

事故の教訓 そしてその時代を共に生きてきた人の思いを忘れず、次の時代を生きる人たちに受け渡す事が 

風化から守ることだと私は思う。それが人間・人類の知恵 絶滅の危機を乗り越え人類が命を繋いできた道と。 

風化は時と共に進むが、その時代を共に生きてきた思いは脈々とつなげたいと。 

  
 正平調氏は言う。 誰かにうれしい出来事や悲しい話をしたいとき、 

(ふと仲間の顔が浮かんできて.)やっぱり友はいないのだとしみじみ思う 

それぞれの「あなた」に会う人たちがいる。信じる記憶を抱きしめ、 

いとおしむひとたちが。 

３年にわたるコロナ禍の過酷な状況の中で、共に生きた仲間  

幾人かが先に逝ってしまった。 

そんな仲間も さぞ残念だったろうなぁ。 

そんな仲間たちを思い出し、健康で今いることに感謝しつつ、 

前向いて元気にと。 

コロナ禍が収束の道をたどり、国の対策規制も外され、自由に出会えるようになった今 待ちに待った再会の時。 

４月後半になって同窓会・同期会 仲間との出会いの誘いがいくつも来る。 

仲間みんながみんな今でなければとの思いを感じて、「行く 参加するぞ」とうれしい返信を送る。 

 この久しぶりの出会いの中で、先に逝った仲間とも一緒に楽しもう 

うれしい５月 薫風と共に新しい出会いの時がやってきた。              2023.4.25. From Kobe 



収録3  神戸新聞 文化面 2023.4.25. 鷲田清一氏のエッセー「汀にて」より 

      「 雑談の効用 新たな発想のきっかけに 」  

「 チャレンジが歴史を作る 」 神戸新聞 正平調 2023.4.25.より  

経済の疲弊・老化が進む中 戦争の危機 物価高・生活再建 新しい産業の創生・低炭素社会 

数々の課題を抱える日本に 新しい風を吹き込めと 

 
私にもそんな思いがある。かつての高度成長時代 余裕代を排除し、無駄を省き スピード・速攻・コスト低減に 

走り続けた時代。時が過ぎ 気が付けば 何もかも時代遅れとトラブル。硬直しきった時代だったとはっと気が付く。 

問題に直面 議論に行き詰っている専門家だけでの会議に異質の新しい人をすこしいれると、会議が回りだすことを

何度も経験したことがある。今思えばこれが「無」「無駄は無駄ならず」と。  

また、マニュアルだけでは動かぬ機械・組織 工人たちがそっと忍び込ました「運用」の知恵が難局を突破する 

目にはみえないが、先人たちが腕で覚えた知恵・余裕代。それが「雑」かと・・ 

「想定外」「コスト・コスト & 競争・競争」で残ったのは累々とした残骸と「想定外」の言葉 

もう「想定外」の言葉で逃げるのをやめ、「雑」「無駄は無駄ならず」と。 

         2023.4.25. From Kobe  



  ■  心に響いた言葉  失敗には「よい失敗」と「悪い失敗」がある   よい失敗に最大のエール!!    

 

 

日本国産のロケット国産化開発が民間ロケットの月面着陸失敗につづき、国産大型ロケットH3の打ち上げに 

失敗し、日本のロケット技術に暗雲。でも パイオニアには失敗はつきもの。 

「さらなるチャレンジが歴史を作り、大型ロケット国産化の道を開く」良い失敗にエールを送る 

いま日本はポストコロナの大変革の時代  何事にもあくなき挑戦なくして目的は達しえない。 

良い失敗にめげず、あくなき再挑戦の心意気 失敗にめげずに頑張ってほしいとの応援歌     

経済の疲弊・老化が進む減殺の日本 戦争の危機 物価高・生活再建 新しい産業の創生・低炭素社会 

数々の課題克服に新しい風を吹き込めと     



収録4.     対話型AI  使うと「便利」ですが、「質」はどうか  まだまだ判断力が問われます  

《 4月の新聞記事より 》 

「 チャットボット  判断に知識はあっても  

感情や知恵のないAIのあやうさ 」 

 何でもかんでも 考えずに すぐ飛びつく日本 

４月２５日毎日新聞朝刊に掲載されたAI相談の警鐘事例 

AIに相談したら「天国で生きよ・・・・・」と 

 

 

 

 2023.4.25. 毎日新聞朝刊記事より 



  

時折 googleの検索サイトに話しかけると 面白い回答が帰ってくるので、遊んでいる状況の中で、 

耳にした「対話型AI チャットボットやチャットGPT」ブーム 

私の頭もまだ整理もついていないのですが、日本のあちこちで、この対話型 AI を取り込んで、ビジネスや行政処理

等々に役立てるという素早い反応に面食らっています。  

取り入れる側の意識も歯止めの準備もないままに 受け入れてよいものなのでしょうか‥‥  

TVや企業・政治家そして行政までも取り入れるとの発言が毎日。 

一方 最近の日本の世相は即物的・拡大解釈・偽情報の横行。 

真偽をたしかめぬ無防備のままでAIを使わないと取り残されるとの風潮。  

歯止めもなにもなしで拡散してゆく日本の世相。またか・・・・と。 

確かにインターネットの検索に語り掛ければ、すごい量の情報を提供してくれ、特定の目的には便利で効率的な処理と

して なくてはならぬ存在であるともいえる。その進化はめざましく、その先がこのチャットポットなのだろう。 

将棋の藤井翔太さんのすごい躍進もAI研究の賜物といわれる。 

でも そこには藤井さんのAI研究と藤井さん自身の知恵と判断が詰まっていることを忘れてはならない。 

機械的判断・マニュアル判断に基づく判断の怖さは「想定外」との言葉と共に、いやというほど目に焼き付いている。 

「一強だけが生き残れる」とは かぎらない。 

数々の難局に直面した人類がスクラム組んで、知恵を駆使して、いくつもの判断と道具等々をあみだして 

 今に命を繋いできたことを忘れてはならぬ。 

「相手をおもんばかる心と表情」これが人と人の連携を通じ、知恵・判断・道具を生み、 

時として表に見えぬ心を判断・知恵の元にもしてきた人類の歩んできた道。 

表情・感情のない機械にすべてをゆだねるのはマッピラとの思いもある。 

同じ４月２５日は哲学者鷲田先生の神戸新聞掲載のエッセー「汀にて」も「雑談の効用 -新たな発想のきっかけに-」

にも 一つの筋書きにこりかたまらぬ事の大切さが記されている。 

また、JR福知山線尼崎での大事故が発生した日でもある。その教訓を忘れてはならぬ日でもありました。 

数々の難題を抱える今の日本 厳しい時代に一つの事に凝り固まらぬ多様な考え方。 

そしてスピード一辺倒の社会からの脱却へ 頭を巡らしたい。 

今ほど身近に感じる戦争の危機・生活の再建 そしてひしひしと迫る老化との闘い 

「武器を持たずに平和な暮らしの道」を先に考えるか 「武器を持たないと平和を勝ち取れない」と考えるか・・・・

評価のわかれる課題に AIはどうこたえてくれるのでしょうか… 親身になって答えてくれるのでしょうか… 

やっぱり 顔がみたいなぁ・・・ 顔が見えないと任せてよいのか気になるところです。   

勝手なことをまた ふむ ふむ ふむと。    

 2023.4.25. Mutsu Nakanishi  From Kobe   

【参考】 神戸新聞日曜版  2023.5.7.  週間まなび 「ニュース なぜなぜ」より 

注目されるチャットGPT    AIが人間と自然な質疑応答 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0505ChatGPT.pdf  

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0505ChatGPT.pdf


【参考】神戸新聞日曜版  2023.5.7.  週間まなび 「ニュース なぜなぜ」より     

注目されるチャットGPT    AIが人間と自然な質疑応答             

私には今一番知りたいことのわかりやすいチャットGPTの効用と課題の解説でした 

 



収録5. 文珍さんの落語見聞録 「花粉症で 紙パンツ デビュー」2023.4.20. 

 
花粉症 私も持っていますが、花粉症の薬から下痢とは・・・初めて知りました 

    落語「ミステリーパンツ」温泉旅行の大浴場の脱衣場のはなし 笑っちゃいましたが、経験あり。  

ある ある ある です。 

 私は今春 マスクのおかげか きつい花粉症は出なくて、ラッキーでした。  

また ４月下旬 黄砂と夜半の霧雨が重なって、明石大橋が霞の中に  でも東の須磨海岸はくっきりと 

    春 こんなに明石海峡だけが靄るのを眺めるのは初めてでした。        

   

 2023.4.20.午後 旗振り山より 黄砂が到来した日  

明石大橋がこんなにもやっているのに須磨の海はくっきりと  



        

  

    
コロナも落ち着いて輝きを取り戻した神戸  外に飛び出し うまい空気を胸一杯  

  

 

   

 
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0506.pdf       

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0506.mp4 
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   【From Kobe 2023 8月】  

ひまわりの夏2023 神戸便り     2023.8.1. 

 
厳しい夏 お変わりありませんか‥‥ 自宅のある若草の丘からながめる須磨アルプス もう野の百合が咲きだしました 

     

 

 

コロナ収束 行動節制が外れたひまわりの夏2023 確実に歳はとりましたが、自分も仲間も元気な夏に。 

厳しい世相の中、 暑い夏 まだまだ酷暑がつつきますが、無理せず御自愛ください 元気に毎日を 

God be with You!!     2023盛夏 From Kobe   Mutsu Nakanishi 

620na
スタンプ

620na
スタンプ

620na
テキスト ボックス
 From Kobe 2023【7&8】



Photo Album  真っ青な空にもくもく立ち上る入道雲 2023 ひまわりの夏 点描  20223.8.5. 

 

    

コロナ収束行動節制が外れ、あれもしたいこれもしたいと思いが募る３年ぶりの夏  

    確実に歳はとりましたが、まだまだ足は動くし、自分も仲間も元気なうれしい夏に。 

    気がかりはますます激甚化する気候変動 いつ我が身にとの核の脅威とウクライナの平和  

     毎年恒例にしていた兵庫の夏の風物詩との出会い。待ちかねた夏のひまわりと朝顔 

     祇園囃子と共にあの復活した大船鉾が幟を翻しつつ、都大路を行く堂々とした姿も見たい 

     思いつくまま 気の向くまま 家籠りを脱して この夏を楽しみたいとひまわりの夏2023HP 

重複しますが、From Kobe に抜粋掲載しました。 

 
 この夏 仲間が送ってくれたメールやLINE・Tel 等を使って 元気いっぱいの便りの一部です 

仲間の元気は生きる力 みんなの応援歌 ありがとうございます  
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佐用 東徳久のひまわり畑 今年も数多くの元気なひまわりに出会えました 2023.7.  
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朝 真白な花が巨樹のえだからぶら下がって咲き、昼には茶色く変色してしぼんでしまう。時期を逃すと見られない。 

祇園祭の頃の７月下旬が一番の咲き頃かつて民博の西アフリカの特別展に参加して、「これが星の王子様の木か・・」と 

初めて知ったヘンテコな巨樹。枝から下に釣り下がったランプのように大輪の花をつける。そして、一夜明けると昼に

は花の姿が見られなくなる。民博で附塗化の仲間やみんなで輪になって踊った懐かしい思い出の巨樹。 

祇園祭になると電話をかけて、咲き頃を確かめて見に出かける。コロナが収束して久し振りに見るバオバオの花。思い

出深い花。 この酷暑の中 温室の花見に焼くのはあんただけや・・・・と家内は言う。 

翌日は祇園祭後祭りの山鉾巡行 巡行の最後を行く、勇壮な大船鉾の姿にも魅了。うれしい夏の始まりになりました。 



 ８月が来るといつも気にかかる先行き、平和な暮らし  

「命は宝」「NO WAR」  原爆の恐怖と苦しみ  核兵器廃絶は地球人が生き延びる道  

日本 ・世界に平和な暮らしをとりもどそう 

一日も早くウクライナに平和な暮らしが戻りますように 

勝手なことをまたぶつぶつですが、 

 平和理念の底にある原点を一人一人の胸に ダメなものは駄目だと・・・・ 

  「命は宝」そして「日本は早急に核兵器廃絶・核兵器不拡散条約に参加を」 

 

上記神戸新聞「正平調」氏の言葉。今一番こころに響く平和の願いの言葉が詰まっている。 

私にとっては今一番すっと受け入れられる言葉です。 

 日本は 広島・長崎そして福島で起きた惨状・原爆の恐ろしさを封印してしまっている  

思いはひとそれぞれでしょうが、しっかり受け止めねばと感じています。 

             2023.8.5. From Kobe  Mutsu Nakanishi 

 

     8月５日 原爆の日に寄せて 平和を願って  決意も新たに!!  

◆ 安里有土君の詩 

 （2013.6.23.発表当時小学 1年生.）  

 「 へいわって すてきだね 」 

◆ Photo「 原爆資料館 & オバマさんの折り鶴 」 

◆  スライド動画 広島平和公園・ 原爆資料館見学 

 (3mins53)1min 23s後から映像展示資料 

  原爆を投下された広島の映像が入っています    ■ ウクライナ讃美歌   「ウクライナへの祈り」 

 

 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/1501heiwa.jpg
https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708photo.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708photo.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708.mp4
https://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708.mp4
https://www.youtube.com/watch?v=eqLcQJlt-Bk


毎年８月 皆様に配信しているひまわりの夏2023 

今年もまっ黄色の明るいひまわりを届けることができました。 

 

もう 頭まわらずで、本年より記述を少なくして、Photo記録でお伝えできればと、パワーポイントを使って、 

スライド動画・PDF保存資料にまとめて配信するスタイルに変更しています。 

これで PC・スマホ・iphone での閲覧と記録がしやすくなりました。ご了解ください。 

また、上記をもとに、まだ途上ですが、PC・スマホ・iphone での閲覧を見やすくするよう手を付けた次第。 

頭の体操にもなりました。 

ホームページ更新 ８月メッセージをどうしようかと考えあぐねている時に接した 

神戸新聞８月５日正平調のメッセージ。取り残され感がある今の自分に一番す～と入ってきたメッセージ。 

元気を貰ってそのまま掲載せていただきました。 

 

コロナ収束 行動節制が外れたひまわりの夏2023 確実に歳はとりましたが、自分も仲間も元気な夏に。 

まだまだ厳しい世相の中ですが、元気に毎日をと。 

それにしても暑い夏 まだまだ酷暑がつつきますが、無理せず御自愛ください 

 

God be with You!!      

2023盛夏 From Kobe   Mutsu Nakanishi 
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 【From Kobe 2023 8月】 ひまわりの夏2023 神戸便り    

 収録1. コロナも収束して新しい時代に 日本の先行きは??? 

今 頭によぎる不可思議な日本 年寄りの戯言です 

理念なき日本の矛盾がもうあからさまに 

もう飽き飽きのTV  いつまで続けるのか芸能化志向 newsも NHKも・・・・・ 

新聞は一般紙・地方紙共に大幅部数減少の苦しみが紙面に現れている。 

昔人間の私には、やっぱり後に残り、じっくり読める文章・文書なき世界にはなじめない。 

拙速の言葉もある。 熟慮・判断力を養うのにすぴーどを求めるのは愚ではないか・・・・ 

あまりにも無責任な検証なき高度情報化・スマホの世界 今度はチャットAIだと・・・・・ 

でも 通信情報網ではりめぐらされた混乱のおおきさにも目を向けよう。 

・一か所の電車ポイント故障が首都圏の交通圏を何時間もストップさせる・・・・ 

・マニュアルだけでは動かぬ機械・組織 マニュアル担い現場技術の伝承 

その場限りの自己弁護の無責任情報が社会の主流に  

スマホ社会・日本の情報化はまさに親方日の丸社会に逆戻りしつつあるのではないか・・・・と。 

年寄りのぶつぶつです。考えはひとそれぞれ でも一度振り返ってみてほしい。 

 

 

上記 常々頭を巡らすのですが、よくわからず、年寄りのぶつぶつの虚言。 

でも 昔外人さんたちが善く歩いている街「大阪の難波」へ行けば 世界と日本の関係がよく見えると… 

どう考えても、今の日本のひとたちよりも外国の人たちの方が裕福に見える。 

わけのわからぬその場対応の丸投げで、全く周囲の観察・チェックもしない国内の富の分配に明け暮れる 

政治家や起業家の意識ではどうにもならぬ。 もう外交以前の日本の課題と見える。 

 

人類が生き延びてきた道は「他を思う心」とそれが生み出した「知恵と物」 

地球４６億年 鉄の惑星 良いことも悪いことも一杯作り出してきた「鉄」 

なんでもかんでも「鉄」にひっつけて かんがえるんやなあ・・・とよく言われる。 

でも、「鉄」の仕事に携わってきたものとして、「鉄」が輝きを取り戻し、 

新しい道を切り開いてくれるものとの期待一杯です 

「人間は一人だけでは生きてゆけない」 

今や人類の危機 核戦争と灼熱化する地球 一人一人が考えよう 地球人そして平和な暮らし 

とりもどそう日本 そして 平和な暮らし    勝手なことをひとりぶつぶつです 

                  2023.8.1.   From Kobe  Mutsu Nakanishi 
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収録 2. 文珍さんの落語見聞録 

 認知症の薬名前思い出せず  神戸新聞７月２０日朝刊より 

 

今回も文珍さん快調    今 大きな話題となっているマイナンバーカードと健康保険証の一体化問題。 

年寄り誰も今の保険証使うことで困ってないよ。ややこしい紐ひも付きなんてと思うのですが。 

 

本題にもどって 年寄りの物忘れ 

関連することを頭に浮かべて思い出す。でも それもよく忘れる。もう年寄り 半分はあきらめ。 

それでも 年寄り 助けてほしいなぁ‥。 

 

落語「くしゃみ講釈」 東京・大阪数多くの落語家が演ずる話。 

落語家によって演じ方が違う滑稽話で、 今もよく聞く落語。 

今やったらそれこそインスタに挙げられて大問題。でもギスギスしないこんな時代があったと毎度嬉しくなる。 

「八百屋お七」のからくりの一段。落語家の個性が出て耳に残る 

  暑い夏の夜 落語を聞きながら笑って眠るのも良し。6月の文珍さんの落語見聞録が抜けました。 

  うっかり新聞紙面破棄してしまいました。別途追加させていただきます。 

2023.8.5. Fropm Kobe 

Mutsu Nakanishi 
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【 From Kobe 2023】  9月の始まり 夏から初秋へ 神戸季節の便り    fkobeR0509.pdf                                                 

        今頭にあること & 西神戸須磨近郊 季節の移ろい点描 2023.  

   酷暑と目まぐるしく変わる天候の中で  お互い無理せず今を元気に   2023.9.10.  

 

 

 1. 今頭にある気にかかる事  先が見えぬ日本 日本は何処へむかうのか  最近のインターネット・新聞より   

    ■ 若者の時代と言えども忘れてはいませんか「爺さんの声・・・・」  

       神戸新聞コラム「正平調」９月１０日「間を大切にしませんか」 

    ■ 最近のインターネット・新聞より    気にかかる日本 日本は何処へ向かうのか‥‥ 

       日本人は己の価値に全く気付いていない… 谷本 真由美著述家、元国連職員 

    ■【HP前月８月の記事】より コロナも収束して新しい時代に 日本の先行きは??? 

2. 9月夏から初秋へ  季節の移ろい点描2023.  

     2.1. 毎日の散歩道で見た夏から秋へ  ゆっくり目を凝らせば見えてくる季節の移ろい 

          ● 神戸 の散歩道から眺める初秋 空の雲が織りなす西神戸須磨近郊の山・海・街  

          ● またひとつ新しい散歩道発見  名谷から静かな旧道・遊歩道を通って妙法寺へ 2023.9.9. 

     2.2.  もう西六甲の縦走路脇にはキノコが出だしました 

【収録 1】文珍さんの落語見聞録    盆の時期も終わりましたが、「お盆のナスに 似てきたなぁ」 

【収録2】今頭にある気にかかる事 先が見えぬ日本 日本は何処へむかうのか 
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 1. 今頭にある気にかかる事  先が見えぬ日本 日本は何処へむかうのか  

最近のインターネット・新聞より  by Mutsu Nakanishi 

    ■ 若者の時代と言えども忘れてはいませんか「爺さんの声・・・・」  

       神戸新聞コラム「正平調」９月１０日「間を大切にしませんか」 

    ■ 最近のインターネット・新聞より    気にかかる日本 日本は何処へ向かうのか‥‥ 

       日本人は己の価値に全く気付いていない… 谷本 真由美著述家、元国連職員 

    ■【HP前月８月の記事】より コロナも収束して新しい時代に 日本の先行きは??? 

 

 

PRESIDENT Online  2023/08/31 6:00 https://president.jp/articles/-/73028?page=1 より 

https://president.jp/articles/-/73028?page=1
620na
四角形



 
今月のFrom Kobe 9月 収録２ 

最近の新聞・Internetより「気にかかる日本 日本はどこへ向かうのか…… 」 

■日本人は己の価値に全く気付いていない… 谷本 真由美著述家、元国連職員 

■この夏の神戸新聞コラム「正平調」にはこんな話題も 今曲がり角にいる日本 

 https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0509A.pdf  

 

 

参考 【HP前月８月の記事】より    2023.8.1. by Mutsu Nakanishi 

 コロナも収束して新しい時代に日本の先行きは??? 

 今 頭によぎる不可思議な日本 年寄りの戯言です   

 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/2023mutsu/fkobeR0509A.pdf


2.  9月夏から初秋へ  季節の移ろい点描2023.  

     2.1. 毎日の散歩道で見た夏から秋へ  ゆっくり目を凝らせば見えてくる季節の移ろい 

          ● 神戸 の散歩道から眺める初秋 空の雲が織りなす西神戸須磨近郊の山・海・街  

          ● またひとつ新しい散歩道発見  名谷から静かな旧道・遊歩道を通って妙法寺へ 2023.9.9. 

     2.2.  もう西六甲の縦走路脇にはキノコが出だしました 
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【収録1】  文珍さんの落語見聞録   神戸新聞  2023.8.17.朝刊より 

   盆の時期も終わりましたが、「お盆のナスに似てきたなぁ」 

 
今回の文珍さんはお盆の話 多くの人が故郷に帰省するお盆。 

何となく人恋しくて、ふと頭に浮かぶ仲間に電話をして、昔話に興ずる。 

また、予期せぬ仲間からの電話やメールが懐かしい。 

今年のお盆は台風襲来・激変する天候。でも久しぶりの仲間との会話が弾むお盆でした。 

年老いて ますます人恋し 酷暑の夏 

 

落語は「３年目」 相思相愛だった妻がなくなって３年目  

後妻を貰った旦那の所へ、亡くなった前妻が幽霊になって出てくる話。何で３年もたって・…と。 

 

厳しい夏 今大きな話題になっている中古自動車販売の「ピッグ…」の話も織り込んで。 

街で看板みかけることもあるが、関西では「車買うならハナテン・・」の旧名の方がなじみがある。 

こんな事になってるんやと。みんな我が身大事 でも明日は我が身 

ちょつと考えなだめなのでは。 

落語のネタに みんなが笑える社会になってほしいなぁ・・・・とも。 

文珍さん お盆のお供えのなすびみたいに太ったのかなぁ… 

                                                2023.9.5. Mutsu Nakanishi 
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  【From Kobe 2023 ９月】 収録2 

最近の新聞・Internetより「気にかかる日本 日本はどこへ向かうのか……」 

1.日本人は己の価値に全く気付いていない… 谷本 真由美著述家、元国連職員 

「世界中で圧倒的な人気を誇る"日本では当たり前"の身近な製品」  

「命を左右するような戦場で日本製は信頼できる」日本が世界に存在感を示せるものは何か。 

イギリス在住で著述家の谷本真由美さんは 

「日本人は世界から生真面目で信用されているため、車や家電など業務用の機械など専門性の高い製品は 

まだまだ日本製が強い。命を左右するような戦場で、イスラム国のテロリストさえ乗っている車はトヨ 

タのピックアップトラックである」という――。 

PRESIDENT Online  2023/08/31 6:00 https://president.jp/articles/-/73028?page=1 より 

 

激変する国際情勢の中で、先が見えぬ日本。 政治は相変わらずの老害・先送り・丸投げの場当たり政治の中で、 

見つけたこの谷本真由美氏の「プレジデント オンライン」の記事。 

きっちり根拠・検討がなされている訳でもなく、「近視眼的な良いとこ採りの極端な記述が並べられている」との思いもあ

り、また、谷本氏の著作「激安ニッポン」の販売戦略の為の記事のにおいがするのですが・・… 

先進国の中で日本だけが超低金利・円安誘導の政治が続く。日本の中にいると見えぬ実態が描かれているのかも。 

全面的に賛同しているわけではありませんが、なにか、面白く「ふむふむふむ」と 

私の今の思いに響くところもあり、 参考までに記事転載。    2023.9.1. Mutsu Nakanishi 

 

< 日本人は己の価値に全く気付いていない >  谷本真由美   

2023.8.31. on line President より 

北米や欧州で「日本のもの」は安心できる 

日本人は外国に売ることができるサービスや商品があることに気がつい

ていません。そういったものをどんどんマネタイズ、つまりお金に変え

ていくべきなのです。日本人は控えめな人が多いのでマーケティングや

営業が非常に下手くそです。しかも国内のことしか知らないので、外国

では一体どういうものが受けて何が売れるのかということを理解してな

いのです。 

これは日本だと日常生活でさまざまな国の人と接触しないことや、教育

がドメスティックすぎるというのがあります。たとえばまず日本人は日

本の海外でのイメージに気がついていません。 

特に中国では 日本人というのは非常に生真面目で嘘をつかないので取

引がやりやすいということで有名です。 

なので、彼らは日本人と取引する際、相手が誠実なので安心して買うこ

とができると考えているのです。 

これが日本で中国人が日本の商品を爆買いする理由です。 

彼らは母国の人々を信用できないので日本人から買うのです。これは中国人だけかというとそうではありません。 

実は北米や欧州でも日本のものは安心できるということで有名です。 

なので、非常に材料にうるさい健康志向の人々やベジタリアンはまだまだ日本の超高価格帯の調味料や米を買っ

ているのです。これは単に味がいいからということだけではなく、日本のものであれば変なものを使っていない

から衛生管理がきちんとしているから安全だということです。 

専門性の高い製品はまだまだ日本製が強い 

これは日本車や日本の家電に対しても同じなのです。 

トヨタをはじめとした日本のメーカーは海外ではまだまだ強く、道路状況が厳しいタイや南米、アフリカでも日

 

谷本真由美『激安ニッポン』 

（マガジンハウス） 

https://president.jp/list/author/%E8%B0%B7%E6%9C%AC%20%E7%9C%9F%E7%94%B1%E7%BE%8E
../PRESIDENT%20Online
https://president.jp/articles/-/73028?page=1
https://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4838775199/presidentjp-22
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本車は人気があります。イスラム国のテロリストでさえ、乗っていたのはトヨタのピックアップトラックです。 

命を左右するような戦場で日本車を使いこなしているのです。 

そういう厳しい場には中国車や韓国車は存在感がありません。 

家電は韓国製よりも人気はありませんが、業務用の機械など専門性の高い

製品はまだまだ日本製が強いのです。 

これも日本人の生真面目さや信用というのが裏付けになっているのです。 

日本の製品やサービスにはこういったイメージがあるということを理解し

てもっと多様なものやサービスを海外の人に売ればいいのです。 

どんなものに需要があるかは普段から外国の人と接触したり実際に現地に

行ってみて自分の手足と目を使って調べてみたりするのが重要です。 

自分で調べて学べば商機はいくらでもある 

これに関しては今の日本人は戦国時代の武将に学ばねばなりません。 

彼らは電話もインターネットもなく言葉もなかなか通じない中で、欧州諸国は日本に対して何を求めているのか

ということを察知し、数少ない情報の中から彼らの戦闘力や戦略を理解して植民地化を防ぎました。 

仙台藩主だった伊達政宗は約400年も前に、ノビスパニア（メキシコ）との直接貿易を求めて、イスパニア（ス

ペイン）国王及びローマ教皇のもとに、慶長遣欧使節と呼ばれる外交使節を派遣しているのです。 

伊達政宗だけではなく、当時の戦国武将たちは欧州の人々のことを熱心に研究し、地政学も理解していました。 

インターネットやメディアが発達しており移動も自由な現在において日本人はもっと多くのことを個人でも学

ぶことができるはずです。自分で調べて学ぶ中で商機が見つかるはずです。そしてトライアンドエラーで実際に

売ってみてどうなるかということもやってみるほかありません。「とりあえず考えるよりやってみよ」です。 

停滞している日本に足りないのは、こういった「やってみよう」「失敗してもいいから試してみよう」と思う挑戦

心と思い切りのよさがある人々です。 

投資すべきは「インバウンド」より「高付加価値の産業」 

日本のものやサービスは海外で売れるとは言っても、最近流行りのインバウンド、要するに外国人観光客に依存

する商売を進めていくのは考えものです。 

基本的に観光業というのは地元の風景や観光名所の切り売りにすぎませんから自分たちで何かつくり出すよう

な技術やアイディアが発展していくわけではありません。 

付加価値が高い機械や技術をつくり出すよりも、地元に観光客を連れてきて ホテルに滞在させるほうがはるか

に簡単なのです。これはご先祖の遺産を切り売りして生活する子孫とまったく変わりがありません。しかも日本

全体の経済規模から考えると観光業が占める割合というのは非常に小さいのです。 

世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）の 2022 年の調査によると、日本の旅行・観光産業の寄与額は 2063

億ドルでGDPに占める割合は4.2％にすぎず、海外旅行者の支出が占める割合はわずか0.7％、G20参加国中

で最低値なのです。これはコロナで日本と海外を往来する人が激減したために外国人観光客の支出が90％近くも

減ってしまったというのもあるのですが、例年通りだったとしてもGDPの2％にもいかないわけですから非常に

小さいわけです。 

政府はこれをもっと拡大していくという目論見のようですが、それよりももっと永続性があり、高い付加価値

を得ることが可能な産業のほうに投資をしていくべきでしょう。 

有望なのは「IT×製造業」 

そして日本はこれからどんな業種に注力していくべきなのでしょうか。 

まずやはり筆頭にあげられるのは情報通信産業です。ここ最近はAIの発展が注目されていますが、今後はもっと

伸びていくはずです。さらに情報通信技術と製造業のハイブリッドが伸びていきます。 

その代表の 1 つがたとえば自動運転の車であったり、産業機器や家電の自動化、遠隔操作といった世界です。医

療や軍事の世界でも、情報通信技術を活用した機器がますます活躍しています。 

このような世界では単にサービスや機械を提供するよりも、正確性や継続性が非常に重要です。 



収集したデータをきちっと管理したり

保全したりすることも重要なのです。 

これは世界各国でデータ漏洩や独裁国

家によるデータの悪用がどんどん外に

出てくるようになったからです。その

点、日本は、民主主義国家でありきち

っと仕事をする人々が多いので非常に

信用性が高いわけです。 

しかし、日本は自分たちの強みをア

ピールする力が本当に弱い。日本人は

それを当たり前だと思ってやっている

ので海外の人は日本人がそんなに厳密

に仕事をしているということを知らないのです。 

こういった生真面目さや手順の厳守、コンプライアンス体制の厳しさなどをどんどんアピールしていくことも重

要でしょう。しかも日本には多様性がないと批判されていますが多様性がないということはある意味強みになる

のです。 

それは国内で働く人々が日本人だらけで出身校や出身地がはっきりしていますから、バックグラウンドチェック

が非常に容易だということです。ダイナミックなプロジェクトを立ち上げたり変わったことをやるのには多様性

がないことは不利になりますが、その一方でいい点もあるということは強調していくべきなのです。 

「格差」が広がると「犯罪」が増える 

最後に、生活面での変化についても述べておきます。 

今後日本では労働者の階層が分かれていくので、日本では格差がどんどん広がっていくはずです。 

実際、最近では北米や欧州の手口を取り入れた犯罪も増えてきました。 

たとえば数万円の現金を奪うのに、真っ昼間に正面から人様のお宅や商店の玄関口から入り込んで強盗を行った

り、昼間に宝石店を襲ったりするような非常に荒っぽい犯罪です。しかもやっているのが未成年や 20 代の若い

人々が目立つようになってきました。 

従来の組織犯罪がやらなかったような非常に効率が悪く手荒い事件が目立つようになったわけです。 

今後は日本もどんどん格差が広がっていくので、とりあえずとにかく現金が欲しいという非常に短絡的な目的で

こういった略奪を行うような犯罪が増えていくはずです。 

 

これはすでに北米や欧州が辿ってきた道です。 

たとえばイギリスは1980年代までは比較的経済格差が小さく、特に戦後はイギリス病と言われた停滞を経験し

経済不況もあったのでみなお金がありませんでした。ところが金融ビッグバンで金融改革が行われ、製造業中心

の社会からサービス業中心の社会になって階級の下克上が起こるようになりました。 

そこで起きたのが経済格差の拡大で、生まれよりも努力によって稼ぐことができるようにはなったわけですが、

お金のあるなしがはっきりと目に見えるようになりました。 

しかもサービス業が中心になってきたので雇用が短期間のものばかりになり、かつてのような終身雇用がなくな

ります。 

しかも仕事自体もかつて製造業が盛んだった頃は労働集約型的だったのですが、今や少人数の頭が良い人が行え

ば稼げてしまう業種が増えてきたので稼げる仕事が減っています。 

そこでもうあまり稼ぐことができない若い人たちが空き巣や窃盗、薬物取引などを行うのです。 

日本はだいたいイギリスの 30 年ぐらい後を追っているので、あと 10 年もしたら今よりも非常に短絡的な形で

の空き巣や強盗などがどんどん増えていくはずです。 

そのような中で生活していくには、性善説に沿っていてはだめです。 

インターネット PRESIDENT Online  2023/08/31 6:00 より 

../PRESIDENT%20Online


「同じ言葉も使いよう それは羽毛より軽くなり、それは石より重くなる」 2023.8.25. 正平調より 

 
「地球の宝を守りたい 収蔵品を守るため人間はクーラーを切って耐えている 国立科学博物館で」2023.9.2. 

 

台風一過で済まない現実がうらめしい 新たな対策が・・・災害に「まさかは禁物」 2023.8.17. 

 

 

この夏の神戸新聞コラム「正平調」にはこんな話題も 今曲がり角にいる日本 



【From  Kobe 2023 】 10月 里の秋 神戸便り  2023. 10. 10.   fkobeR0510.pdf 

                                 From Kobe   Mutsu  Nakanishi 

 

お彼岸が過ぎて 酷暑が収まり、空も山も街も 一機に秋の風  

まだまだ 厳しい時代ですが、元気に秋を楽しみましょう 

    
     山に登れば 真っ青な大空に鰯雲 一筋の飛行機雲に飛行機の機影。 

東の六甲・生駒から葛城・金剛の山並を背に 神戸・大阪の街並 関西空港もくっきり 

西に目を転じれば、明石大橋の背に 播磨の海に浮かぶ小豆島・家島群島そして広大な播磨平野 

空気までもが澄み渡り、この時期ならではの美しさ。 

近郊の里を彼岸花が飾るのを契機に毎年楽しみにしている西神戸・東播磨の里の秋迎えの風物詩 

2023神戸の里の秋景色Album作りに小さな秋を探して原チャリで駆けました。 

     また、神戸の街はタイガース・オリックスのセ・パ同時優勝で大盛り上がり。 

仲間メールも飛び交い、会話が弾むうれしい秋に。仲間のカントリーライブ・街での飲み会にも・・・。 

 

世相はいまだ、ウクライナ戦争は収集のめど立たず、中国・北朝鮮との対立もますます激化。 

物価の上昇等々先行きの見えぬ厳しさに度重なる線状降水帯発生の災害の激甚化等々厳しい日  々

後ろから今を考える高齢の仲間入り 老化や病気と闘う先輩や仲間の今を聞くことも増え、 

訃報に涙ぐむことも多くなりましたが、”元気に毎日を”と元気に動けることに感謝しつつ 

自らを奮い立たせています。 ありがとう。 

１０月里の秋 神戸から季節の便りを届けます 

 仲間の元気はみんなの応援歌   God be with You !!   元気に今を前向いて  

2023.10.10. From Kobe   Mutsu  Nakanishi 

   

上空を飛んでいる時は視認できるのですが、海へ降りてくると消えてしまう大阪湾上の飛行機 いつも探すのですが・・   

西から大阪湾の神戸空港へ着陸する飛行機 2023.10.11. 今日やっと着陸する飛行機を捉えられました。    

 

zp4m-
テキスト ボックス
西神戸・東播磨 秋の訪れの風物詩　里の秋景色

620na
テキスト ボックス
 From Kobe  2023【10】

620na
スタンプ



   ■ 西神戸・東播磨の風物詩 里の秋点描  2023年9月末撮影 

 

 

      なにはともあれ、 タイガース・オリックス セ・パ両リーグ優勝 おめでとう 

     関西は大盛り上がりのうれしい秋に !! 
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収   録 「小さな巨人 緒方貞子さん 運命の分岐点」を聴取して 2023.10.10. 

NHK BS アナザーストーリズ 

小さな巨人 緒方貞子さん 運命の分岐点 を聴取して  

    2023.10.6. NHK BS の番組を見て 記録を残しておきたくて  

                         From Kobe Mutsu Nakanishi 

 

国連の前難民救済高等弁務官 「小さな巨人緒方貞子さんの生きざま」に感動して、 

食い入るように番組を視聴しました。 

「命は宝」・「現場主義」 よく使う言葉ですが、「現場主義・命は宝」の行動を身を持って見せてくれた人  

  この種の番組ではよく出逢うオーバーな演出もなく、 

事実を赤裸々に積み重ね、きっちりと緒方氏の生きざまを きっちり伝えてくれた番組でした。 

 

  国際情勢は厳しく混乱の時代 判断力が問われる時代に   

絶えず「理念」「行動」の原点を説き、おごらず、独りよがりにならず、 

  現場で 多くの人の先頭に立ち、難局を切り開いて行く姿勢に感動 

  

日本にありがちな短所「ご都合・付和雷同」を廃し、 

たえず現場で難局に立ち向かい、日本もやることが沢山あると言い続けられた姿も印象的でした 

                    2023.10.6.夜 by  Mutsu Nakanishi  

 

 【 参 考 】 

10/6(金) 18:01 はるママさん 子育てに役立つ本のソムリエ 

NHKアナザーストーリーズが特集する 

緒方貞子さんの華麗な経歴と、壮絶な生い立ちとは⁈ より  

https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/2dd952e3b86af4a9cf98f53e5bc62bc07388338b   

ちょっと長く 感傷的な文面でしたが、緒方貞子さんの歩まれた道  

「誕生から2013年 国連本部での「人間の安全保障」についてのスピーチ」までの活動記録が年次ごとにまとめて記録 

されており、緒方貞子さんの活躍の「命をつなぐ現場主義」の実像がよくわかるので、そのまま収録させていただきました。 

  2023.10.10. Mutsu Nakasnishi 

 

2023年10月6日放送のＮＨＫ番組「アナザーストーリーズ 運命の分岐点」では、UNHCR・第8代国連難民高等弁務官、

緒方貞子さんにスポットライトがあてられます。 

小さな巨人 緒方貞子 〜命をつなぐ現場主義〜                                                    

放送日: 2023年 10月 6日                                                                      

ボスニア内戦、ルワンダ虐殺… 

世界で難民が苦しむとき、その現場にはいつもこの小柄な女性の姿があった。                                 

ＵＮＨＣＲ・第８代国連難民高等弁務官、緒方貞子。                                                  

過酷な現場に自ら足を運び、解決のためならどんな相手ともきぜんと立ち向かうその姿は“小さな巨人”と呼ばれた。  

緒方のかたわらにはいつも彼女に心を動かされ、ともに闘った人々がいた。                                   

命をつなぐために、緒方はどんな闘いに挑んだのか？ 黒柳徹子との知られざる交流も。                       

zp4m-
スタンプ

zp4m-
スタンプ

zp4m-
スタンプ

zp4m-
テキスト ボックス
 緒方貞子さんの業績とプロフィール　転記採録　2023.10.10.

zp4m-
四角形

https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/2dd952e3b86af4a9cf98f53e5bc62bc07388338b
zp4m-
テキスト ボックス
収録1

620na
四角形



ボスニア内戦、ルワンダ虐殺…世界で難民が苦しむとき、その現場にはいつもこの小柄な日本人女性の姿がありました。 

アナザーストーリーズの予告を見て、「緒方貞子さんについて詳し

く知りたい！」と居ても立っても居られなくなった私は、近所の

図書館に走り、「緒方貞子 戦争が終わらないこの世界で」という

本を発見。 

そして、緒方さんの華麗な経歴と険しい道のりに驚愕。 

貪るように一気に読み終えて、彼女が「小さな巨人」呼ばれる理

由が、よくわかりました。 

この記事では、私が「緒方貞子 戦争が終わらないこの世界で」を

読んで感銘を受けたエピソードを中心に、緒方さんの壮絶な生い

立ちから、2013年 国連本部での「人間の安全保障」についてのスピーチまでを、ご紹介します。 

 

誕生～戦争の時代～終戦へ 

1927 年 東京で、外交官の中村豊一・恒子夫妻の長女と

して生まれる「貞子」と命名したのは母方の曽祖父で、第

29 代内閣総理大臣を務めた犬養毅。緒方さんの祖父は、

長年外交官を務め、犬養内閣では外務大臣も務めた芳澤謙

吉。親戚が集まると、団らんの場に政治の話題が頻繁に出

るような家系の出身です。 

1930 年 父・豊一がサンフランシスコの日本国総領事館

に赴任するため、母・恒子、弟・豊二とともに家族そろってアメリカに引っ越す 

当時の入国記録が残っていて、3歳目前の緒方さん、身長は約 81センチでした。 

1932年 五・一五事件 曽祖父・犬養毅が、軍事政権の樹立を目指す青年将校たちによって、暗殺されてしまう 

4歳だった緒方さん、戦争へとひた走る日本の不穏な空気を感じざるを得ない状況でした。 

1935年 父・豊一が中国・福州で総領事を務めることになり、再び太平洋を渡る。 

8歳になる頃の緒方さん、アメリカとは違う異国の文化にびっくりしたそうです。 

福州を 1年で離れ、広州、香港と転勤が続きました。 

1939年 父・豊一が外務省の電信課長になり、日本へ帰国 

緒方さんは、先に帰国し、聖心女子学院に入学していました。小学 5年生の時です。 

当時は、外務省の中に住んでいて、緊迫した電話のやりとりを、ちょこちょこ耳にしていたそう。 

1941年 真珠湾攻撃により、太平洋戦争へ 

緒方さんがこのニュースを聞いたのは、聖心女子学院の体育館で、跳び箱を跳んでいるとき。 

中学 2年生でした。「とうとうこうなったのか」という感じだったそう。 

1945年 東京大空襲を経験、終戦へ 

緒方さんは、庭の防空壕にいて無事でしたが、聖心女子学院の校舎が焼夷弾の直撃で炎上。 

この戦災下、卒業式が行われ、その後、家族とともに軽井沢に疎開しました。軽井沢で終戦を知り、 

「自分の国がもし全部負けたら…。負けた国はどういうことになるのかな」と思ったそうです。 

戦後～青春時代～学問に励む 

1948年 聖心女子大学に一期生として入学、英文学を専攻。 

初代学長エリザベス・ブリッドからリーダーシップについて学びました。 

「自立しなさい！知的でありなさい！協力的でありなさい！」というのが、マザー・ブリットの言葉。 

青春時代の緒方さんに、大きな影響を与えたひとりです。 

1951年 既習科目の一部が単位として認められ、大学を 3年で卒業。その後、アメリカへ留学 



マザー・ブリットや、外交官だった父・豊一に背中を押されて留学を決意。 

ロータリークラブの奨学金をもらうための試験に、この年に合格したのは、緒方さん、ただ一人だったそうです。 

名門・ジョージタウン大学、大学院の修士課程で国際関係論を学びました。 

日本で英語ができるといっても、アメリカで論文を書くのは大変だったそうです。 

また、アメリカの豊かさを目の当たりにして「どうして戦争をしたのか…」という疑問が深まりました。 

1953年 日本に帰国し、東京大学の特別研究生に 

ジョージタウン大学の大学院で修士論文を書き終えた緒方さんは、理論の裏付けとなる歴史の事実関係を深く学

ぶため、岡義武教授のゼミで、近代日本政治外交史を学びました。 

1956年 カリフォルニア大学バークレー校で政治学原論と国際関係論を学ぶため、2度目の留学 

政治学の理論研究に惹かれ、「助手にならないか」と大学から声もかかっていたのですが… 

1958年 父・豊一の病気の知らせがあり、留学を中断し、帰国 

父の病状が安定すると、カリフォルニア大学に提出する博士論文を書くため、満州事変の研究に乗り出しました。 

この論文は、のちに日米両国で出版され、今でも満州事変に関するポピュラーなテキストとなっています。 

論文のタイトルは「満州事変と政策の形成過程」。 

「幼少期を米国や中国で過ごし、曾祖父から祖父、そして父親まで、中国・日本・米国の外交問題に係わったこ

とも踏まえて決めたテーマ」でした。 

結婚～子育て～学問を続け、国連へ   

1960年 33歳で結婚、長男誕生  結婚のお相手は、日本銀行に勤務する、同い年の緒方四十郎さん。 

四十郎さんの父・緒方竹虎は、朝日新聞で主筆を務めた後に政界に入り、国務大臣や副総理まで務めた人物です。 

なんと恋愛結婚で、緒方さんが出した結婚の条件は「(緒方さんが)学問を続けること」でした。 

1967年 長女誕生 子育てと学問に懸命に取り組む 

国際基督教大学と聖心女子大学で非常勤講師として、日本外交史と国際関係論を教えていました。 

子育てでいちばん大変だったのは、授業の準備をするために、子どもを早く寝かせることだったそうです。 

1968年 緒方さん 40歳、突然の国連総会デビュー 

婦人運動家として知られ、当時参議院議員であった市川房枝先生が、突然、緒方さんを訪ねてきて「ニューヨー

クの国連本部で行われる国連総会に参加してほしい」とオファー。 

悩む緒方さんに、父・豊一は「ああでもない、こうでもないと可能性を論じているより、まず出席すると決めて、

それから人を探しなさい、方法論を考えなさい」と言いました。 

「みんなでやれば何とかなるから、行きなさい」と父に背中を押され、緒方さんは子どもたちを預けて、ニュー

ヨークへ旅立つのです。そして 3 カ月にわたり、国連総会の第三委員会に参加、社会・人権・文化問題について

各国の代表と議論を重ねました。 

国連総会参加を終えて、3カ月ぶりに娘と再会した緒方さん。まだ赤ちゃんだったため、お母さんの顔を忘れてし

まったようで、「忘れられた」と言って、涙をこぼしました。やっぱり一人の母親です。 

1976年 国連公使としてニューヨークへ 

「公使として国連日本政府代表部に赴任することはできないか」という外務省からの申し出があり、正式に赴任

が決定。夫・四十郎さんが日銀ニューヨーク事務所に駐在参事として転勤しており、長男と長女もニューヨーク

で暮らしていたため、偶然にも環境は整っていました。 

1979年 任期を終えて帰国後、外務省の依頼で難民問題に取り組む 

カンボジア難民の救済視察団団長としてタイに赴きました。 

4日間の現地視察。タイとカンボジアの国境地帯で、直接、多くの難民の姿を目にし接した体験が、その後、UNHCR

で難民問題に正面から取り組むことになる緒方さんの関心や考え方に、大きな影響を与えました。 

1980年 上智大学の教授となる。一方で国連の仕事に関わり続けました。 

1982～1985年 国連人権委員会の日本代表を務めました。 

1983～1987年 国際人道問題独立委員会の委員を務めました。 



地道に、人権問題や人道問題への関心を継続させ、思索を深めています。 

1983年 日本の若者向けに「模擬国連」を組織化 

模擬国連では、日本全国の大学生、大学院生を中心とする参加者一人ひとりが、世界各国いずれかの大使となり、

各国の立場になって、実際の国連会議で扱われる問題を話し合います。 

ここから実際に、国際社会の舞台で活躍する人材も、多く輩出されているそうです。 

1990年 国連人権委員会の特別報告者としてミャンマーを訪れる 

人権問題や、人権の考え方について、ミャンマー政府と話し合いの道筋をつけてくるのが、緒方さんのミッショ

ンでした。 

「やっぱり、軍事政権の人たちと話をつけるだけでも大変なことでしたね」と語っています。 

難民問題、人権問題に正面から取り組む 

1991年 第8代の国連難民高等弁務官となる 

子育てが一段落して、母親の介護も十分果たし、すでに看取っていた緒方さん。 

「日本は、もっと国連ポストに人を輩出すべきである」自ら語っていたので、 

外務省からの打診を受け、国連難民高等弁務官後任候補となりました。 

各国の候補者が次第に絞られていき、国連事務総長から直接、就任を依頼する電話があったそうです。 

国連難民高等弁務官事務所(UNHCR)は、人道的見地から、紛争や迫害によって故郷を追われた世界の難民の保護と、

難民問題の解決に向けた国際的な活動を先導し、調整する任務を負っています。 

そして、緒方さんは 10年の在任期間中、前例のない決断を次々と下していきました。 

最も有名なエピソードは、イラクでのクルド人難民問題でしょう。 

トルコから受け入れを拒まれた 40万人のクルド人が、イラク国境の山間地に取り残され立往生。 

絶望の淵に追い込まれました。 

しかし、UNHCRの活動の基本となる難民条約では、国境を越えて自国を出ていない人は、支援の対象外。 

簡単に彼らを救うわけにはいかなかったのです。 

緒方さんは、直ちにヘリコプターで現場を訪れ、1日中歩き回り、クルド人避難民の方の話を聞きました。 

「どこから来たのか」「いつ来たのか」「なぜ、ここに来たのか」「どんな希望を持っているか」。 

今度は対応を協議するため、ジュネーブの本部に戻り、2時間以上にわたって全ての幹部の意見に根気強く耳を傾

けた緒方さん。決心して、こう言いました。 

「私は、介入することに決めました。なぜなら UNCHR は、被害者たちが国境を越えたかどうかにかかわりなく、

被害者たちのもとに、そして側にいる必要があるからです」 

最も難しい問題に直面し、解決策を即決。見事なリーダーシップでした。 

この決断の意味・重要性は、クルド人の問題にとどまらず、その後まもなく起きた旧ユーゴスラビア紛争でも、

この方針が活かされました。 

緒方さんの勇気ある決断が、非常に多くの国内避難民の命を救うことになったのです。 

2000年 3期 10年にわたった国連難民高等弁務官の職を退く 

緒方さん、73歳。しかし、まだまだ引退ではありませんでした。 

2001年 日本政府の依頼で、アフガニスタン支援総理特別代表に就任 

UNCHR時代にやり残した仕事という思いもあり、現地にも足を運びました。 

その後、外務大臣就任の依頼もありましたが、夫の健康が悪化していたこともあり、辞退。 

2003年 国際協力機構(JICA)の理事長に就任 

新天地 JICAでも、前例にとらわれない改革を次々と行いました。 

また、職員に対して、「世界の中にある日本」と「世界の安定と繁栄が日本の安定と繁栄にもつながること」を意

識するよう求めたそうです。 

2013年 国連本部でのスピーチ。緒方さん、85歳 

「人間の安全保障」に関する特別イベントに招かれ、国連事務総長の挨拶に続いて、スピーチを行いました。 

書籍「緒方貞子 戦争が終わらないこの世界で」にスピーチの全文が掲載されていますので、 



興味のある方は読んでみてくださいね。 

緒方さんが、難民支援に当たる中で着目し、その後一貫して追求してきた政策的概念が「人間の安全保障」。 

「安全保障とは、従来、国家がすべきものということを前提に考えられてきたのですが、もはや国家を超えて、『人

びと』というものを、保護の対象にしていくことを考えないといけないのです」と緒方さんは語っています。 

いかがでしたか？ 

 

私は、緒方貞子さん生い立ちや経歴を知って、「こ

れが天命というものなのか！」と強く感じました。 

緒方さんが生まれた環境、育った時代、共に生きる

人びと、奇跡のような偶然が積み重なって、「人間

の安全保障」を追求する道に、導かれていったとし

か思えません。 

緒方さんの語る言葉には、「名言」と呼べるものが

沢山ありました。 

私が、その中で特に好きだと思ったのは、緒方さん

が多様性についてお話している時の、この言葉です。 

「"異人”という言葉。あれ、”異なる人”と書くで

しょう。人間を見るときには、本当はにんべんの”偉人”でなくてはいけないのですよ」 

【参考文献】緒方貞子 戦争が終わらないこの世界で 

小山靖史・著  NHK出版 

最後まで読んでいただき、ありがとうございます 

緒方さんに貫かれた強い信念と、深い思いやりが、少しでも伝わったなら幸いです。 

本資料作成ブロクの主 はるママさん 子育てに役立つ本のソムリエ 

読書量3,000冊以上、読書歴30年！現在6歳娘と4歳息子の育児奮闘中。アラフォーのママ  

◎ はるママの最近の記事  インターネットより 

【自己啓発】幸せになるのに夢は必要⁈悩みだらけの現代で「本物の夢」の見分けるに １０月１２日 

【自己啓発】人間関係が上手くいく人は知っている！嫌いな人のことで悩むのをやめる超合理的な方法とは⁈ １０月９日 

「情熱大陸」出演の寺島しのぶさん。子どもの頃は歌舞伎コンプレックス⁈その意外な理由とは  １０月８日 

 ほか 

 なお NHK BS 「小さな巨人 緒方貞子さん 運命の分岐点」の再放送ほか緒方貞子さんの活動動画や 

緒方貞子さんに関する書籍や文等インターネット検索で沢山出てきますので、 

ご興味のある方は そちらもご参照ください。 

 

    

 



 訃報 元国連難民高等弁務官 緒方貞子氏 – 2019年１０月２９日 

    https://www.unhcr.org/jp/23911-pr-191029.html             

    

日本人初の国連難民高等弁務官 

緒方貞子さんは、日本人で初めての国連難民高等弁務官として、

1991年から2000年まで10年間の任期を務めました。 

緒方さんは1927年東京都に生まれ、幼少期をアメリカ、中国、

香港などで過ごしました。聖心女子大学卒業後アメリカに留学

し、ジョージタウン大学で国際関係論修士号を、カリフォルニ

ア大学バークレー校で政治学博士号を取得。   

その後、74年に国際基督教大学準教授、80年に上智大学教授に

就任。76年には日本人女性として初の国連公使となり、その後

91年には日本人として、また女性として初の国連難民高等弁務

官に就任しました。 

緒方さんが高等弁務官に就任した 1991 年は東西対立構造がも

たらした冷戦が終わりを告げ、民族、宗教などに起因する地域

的な紛争が増え続けていた時期でした。 

クルドじ－難民救済の新しい枠組み 

緒方さんの就任時期に、湾岸戦争が勃発しました。それを機にイラクのクルド人が武装蜂起し、制圧しようとするイラ

ク軍から逃れるため、わずか 4日間のうちに180万人のクルド人がイランやトルコの国境地帯に逃れました。 

そのうち40万人のクルド人がトルコの国境に向かって避難しましたが、トルコ政府が入国を認めなかったため、国境地

帯にとどまることになりました。当時、UNHCR では国内避難民の保護は直接的な任務ではなかったため支援を行うべき

かが議論になりました。しかしながら緒方さんは人道的視点から、そして人命を守るため、彼らを保護し支援すること

を決断したのです。 

短期間にできる限り多くのUNHCRの職員が集められ、すぐにイラクに派遣されました。そして冬を迎えようとする中、

クルド人の出身地である北イラクにUNHCRは難民キャンプを設営しました。また、キャンプの治安維持のためイラク北

部の駐留期間を延長するように米軍に要請しました。 

この時、緒方さんは人道的見地からそれまでの難民保護の考え方を超え、新しい支援の枠組みを作り出したのです。 

バルカン紛争－銃弾の中の人道援助 

ユーゴスラビア連邦からスロベニア、クロアチア、ボスニア・

ヘルツェゴビナが分離独立したことにより、1992年ボスニア

紛争が始まりました。ボスニアにはセルビア系住民、クロア

チア系住民、イスラム系住民が暮らしていましたが、独立を

きっかけに民族対立が深刻化し内戦となったのです。 

UNHCR はまずボスニア政府と交渉して、サラエボ市民に食糧

の空輸を行いました。ところが、飛行場に届いた物資を町ま

でトラックで運ぼうとすると、ボスニア政府はその道路を封

鎖し、UNHCRによる物資の輸送と配布を妨害したのです。 

サラエボ市内のセルビア系の地域にはイスラム系が多く暮ら

す一帯がところどころにあり、UNHCR はそうした場所も含め

て物資を輸送しようと試みました。しかしそのためにはセルビア系が輸送を妨害しないよう、終始交渉しなければなら

ず、輸送は遅々として進みませんでした。この状況に対し、ボスニア政府はサラエボへの道路を封鎖することでイスラ

 

国連難民高等弁務官就任当時 ©UNHCR/E.Brissaud 

 

1993年サラエボを訪問 ©UNHCR/Sylvana Foa 

緒方貞子さんの業績とプロフィール UNHCR 日本 公式HP よリ 転記採録 2023.10.10. 

https://www.unhcr.org/jp/23911-pr-191029.html
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ム系により多くの物資が届くように仕向けたのです。 

そこで緒方さんは、もし道路を封鎖するのであれば、サラエボを含めて、セルビア人勢力支配下のボスニアにおける全

ての救援活動を直ちに一時停止すると発表しました。人道支援が政治的に利用されることを回避するためでした。 

紛争下の混乱した状況においても、緒方さんは常に冷静に 人道支援を政治的な思惑から引き離すよう努めました。 

ルワンダ‐難民キャンプの治安維持 

 

ルワンダでは 1994 年フツ族過激派によるツチ

族の虐殺が起こり、わずか 4 ヶ月でおよそ 80

万人が虐殺されました。 

さらに24時間で推定25万人のルワンダ難民が

タンザニアへと流出し、8月までにザイール（現

コンゴ民主共和国）、タンザニア、ブルンジ、ウ

ガンダなどへ200万人が逃れました。 

ザイールのゴマに100万人規模で流入したル

ワンダ難民を支援するため、UNHCR はザイール

国境沿いのゴマに難民キャンプを設営し、そこ

で食糧支援を行いました。 

キャンプに逃れる難民の中には武装集団に居た

人々も混ざっており、最大の難題はキャンプの

治安をいかにして守るかということでした。  

そのため緒方さんは治安維持のための協力を国際社会に何度も訴えましたが、その要請に応えてくれる国はありませ

んでした。非常に危険な任務であり、また、かつて武装集団に所属していた人々を保護するということに対する議論が

あったためです。緒方さんは、ザイールのモブツ大統領の親衛隊とアフリカ諸国の仕官に訓練を施し、難民キャンプの

治安維持にあたってもらうことに成功しました。武装集団だった人々を支援することに対し倫理的に疑問を感じ、活動

を引き上げる団体もありましたが、その中でも UNHCRは難民保護活動を継続していきました。 

 緒方さんの実績と成果 

 

緒方貞子さんは「人命を救うための最善の選択」と

いう基準のもと、現場の状況に応じて柔軟に判断を

行ってきました。 

また、強力なリーダーシップのもと、UNHCR の緊急

事態即応体制を強化し、各国政府の支持をとりつけ

救援物資を輸送する大規模な空輸作戦を展開しまし

た。これはUNHCR史上初めてのことでした。 

同時に緒方さんは、こうした救援活動が人道主義の

名のもとに政治的に利用されることに断固として抵

抗し、紛争の恒久的解決を目指して国際社会に積極

的な関与を求めました。 

 

難民問題と平和構築には深い関係があることを世界中に訴え続けたのです。 

緒方さんは2000年に国連難民高等弁務官を退任してからは、総理特別代表としてアフガニスタンの復興支援をしながら、

2003年JICA理事長に就任、開発援助、復興支援に携わりました。 

2012年に退任した後もJICA特別フェロー、名誉顧問として国内外で活躍しました。 

 

1995年ルワンダ難民の子どもたちと ©UNHCR/Panos Moumtzis 

1993年ケニアの難民キャンプを訪問 ©UNHCR/Panos Moumtzis 
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プロフィール／緒方貞子 

1927年東京生まれ。聖心女子大学文学部卒業後、アメリカに留

学し、ジョージタウン大学で国際関係論修士号を、カリフォル

ニア大学バークレー校で政治学博士号を取得。 

74年国際基督教大学（ICU）准教授、80年上智大学教授に就任。 

76 年、日本人女性として初の国連公使となり、特命全権公使、

国連人権委員会日本政府代表を務める。 

91年より第8代国連難民高等弁務官として難民支援活動に取り

組む。 

2000年12月退任。01年より人間の安全保障委員会共同議長、

アフガニスタン支援日本政府特別代表、国連有識者ハイレベル

委員会委員、人間の安全保障諮問委員会委員長を歴任。 

03年～12年、独立行政法人国際協力機構（JICA）理事長。 

享年92歳。 

 

＜参考文献＞ 

「共に生きるということ」緒方貞子著（PHP研究所、2013年） 

「紛争と難民 緒方貞子の回想」緒方貞子著（集英社、2006年） 

 

東京 2019年 10月 29日 © UNHCR  訃報 緒方貞子さん プレスリリース 

 第8代国連難民高等弁務官を務め、UNHCRを1991年から2000年まで率いた緒方貞子氏のご逝去がご遺族より報告され

ました。 フィリッポ・グランディ国連難民高等弁務官はご逝去の報に接し、 

「ミセス緒方は先見の明のあるリーダーでした。 

UNHCR の歴史における重要な局面において、激しく変動する世界情勢のうねりのなかで、紛争、民族浄化、ジェノサ

イドによって移動を強 いられた何百万もの人々が生き延び生活再建を図るために、人道支援がどうあるべきか、再

定義した人物でもありました。生涯を通して国際貢献に献身し、私たちの“ 連の友”であり続けました」 

とコメントしています。  

冷戦終結後、世界が新たな分裂と統合に直面し、何百万もの人々が住み慣れた土地を 追われていた時に、緒方氏は国連

難民高等弁務官に就任しました。  

UNHCR は国連難民高等弁務官であった緒方氏の指揮の下、旧ソビエト連邦、イラク、 バルカン諸国、ソマリア、アフリ

カ大湖地域、東ティモールなどの大規模な緊急人道 危機に対応し、中央アメリカ、アフリカやアジア各地で行われた大

規模な難民帰還事 業にも携わりました。また難民・国内避難民を保護するために、UNHCR として初めて 紛争地域にお

ける活動にも着手しました。 緒方氏は尊敬すべき日本の学術研究者であり、多国間にかかわる交渉にも長けた外交官と

して、そして、難民への理解と連帯を求める代弁者として、政治的な対話や和平 プロセスにおいて、世界各地で起こっ

ている強制移動の解決を提唱するべく飽くなき 挑戦を続けました。  

緒方氏は国連難民高等弁務官の任務を離れてからも、難民問題、そして国連と親密に 関わり続けました。 

「人間の安全保障」の理念を掲げた先駆者でもあり、国際協力機 構（JICA）の理事長として、開発援助が強制移動の解

決に貢献できるようにも尽力しました。  

UNHCR 職員一同、緒方氏のご遺族、日本政府、日本国民の皆様の深い悲しみに対し、謹んで深い哀悼の意を表します。  

＜UNHCRについて＞ 国連の難民支援機関である UNHCRの活動を支える日本の公式支援窓口 
1950 年設立。 難民、国内避難民、無国籍者などを国際的に保護・支援するため、世界約 135 カ国で活動を行 っています。 

シリア、イラク、アフガニスタン、南スーダン、コンゴ民主共和国、バングラデシュなどで発生した人道危機においても、 

最前線で支援を実施。 1954年、1981年にノーベル平和賞を受賞。本部はスイ ス・ジュネーブ。 

 

1999年スイス・ジュネーブ本部で  

© UNHCR/Anneliese Hollmann 

UNHCR 日本 公式HP よリ 転記採録 2023.10.10. 
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【From  Kobe 2023 】11月 深まりゆく秋 コスモスの秋 

コスモスの秋 点描 神戸便り  2023. 11. 15.   fkobeR0511.pdf 

                                 From Kobe   Mutsu  Nakanishi 

   

 

  

     

  ■  日本シリーズ  阪神の優勝 おめでとう。歓喜がこだまする嬉しい関西の秋に 

■  11月 深まりゆく秋 コスモスの秋  点描 

 ■ 今月の神戸新聞コラム「正平調」ほか 気になるニュースより 

 収録1.   国際情勢は厳しい混乱の時代に  今月神戸新聞 朝刊コラム「正平調」他 気になった記事から転記 

  収録2. 文珍さんの落語的見聞録 「時間をかける旅が一番 リッチ」 

  収録3. 関西決戦の日本シリーズに関西は大盛り上がり  日本シリーズによせて これぞ野球!! そして関西人 
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コロナがやっと収束して、夢膨らませたホストコロナの新時代  

でも 今まで目にしたことがないことばかり。そんなことが一機にふきだしたコスモスの秋。 

世界や日本そして地球規模で 良くも悪しくも世の中が一機に動き出しましたが、「日本が取り残されている」と

感じる今日この頃。日本のみが成長路線を描けず、募る行き先不安。 

なんといっても、地球の危機・戦渦・核戦争が我が身にも直接降りかかる恐ろしさ 

でも 秋の自然と触れ合う心地よさと嬉しい出来事も色々あり。 なんとかならぬのか・・・・と。コスモスの秋 

１１月の HP 更新作業に 集めた新聞・インターネットニュースなどを見ながら、思いつくままコスモスの秋を

メモりました。 

 

■11月1日諸聖徒日(諸魂日) 日本的に言えば、キリスト教徒のお盆・墓参り。 

11月になると毎年 先に逝った仲間や知人に思いを馳せつつ、この１年を振り返る「私の秋送り」。  

庭の野路菊の花も咲きはじめたので、まもなく 丘全体が真っ白な野路菊の花に包まれる横尾山腹の丘に登り、 

周囲を眺めつつ、多くの人に思いをはせての一年のわが身を振り返る。 

 今年は１１月になっても夏日が続き、野路菊の花はまだこれから。 

 



 

■ 関西の秋にうれしいニュース セの阪神・パのオリックスの阪神なんば線日本シリーズ 

     阪神の優勝 おめでとう。関西は大盛り上がり。歓喜がこだまする嬉しい関西の秋に 

 

 ■ コスモスの秋 毎秋を明るくしてくれるコスモス  

    真っ青な空とともに見上げるコスモスが好き。 毎年出かける加古川西岸志方の郷。 

各々の里が休耕田に作る自慢のコスモス畑巡り。どこまでも広がるピンクのコスモス畑。 

秋の風に心地よく身を震わせるコスモスに出会えました。今年は亀岡市の夢コスモス園へにも 

    でも、田園地帯の里が作る休耕田のコスモス畑も新型コロナの4年を経て今年は2か所に減少。 

    みんな年を取り、世帯交代がむつかしい時代につづけてほしいなぁ・・・・と。 

 



 

■ 渡りの蝶「アサギマダラ」の渡りの道 今年もアサギマダラの飛来確認できました 

    須磨海岸に立ち並ぶ西六甲西端の山々に飛来する渡りの蝶「アサギマダラ」 

    今年も横尾山・旗振り山の藤袴の花の上で乱舞する姿が見られました。 

  また、TVを眺めていて、知ったのですが、信州 北アルプス 乗鞍岳の尾根を越える上高地乗鞍林道（スー 

パー林道）にある標高1662mの峠白樺峠では この時期 大空高く舞い上がった「鷹」が何羽も群れて南 

へ渡ってゆくのが見られ、カメラを持った多くの人が押し寄せるという。。 

ここにも渡りの道がある。それも 大空高く「鷲」が渡る。みたいなぁ・・・・と。 

 
■ 仲間と一緒に続いてきた神戸ゆかりの落語家「桂福丸・そうば 二人会」 

パルモア寄席・喜楽館と場所は移り、今は一般の人も 

多くなり、若手・新人の時から、次々と賞もとり、 

新しい取り組みも次々と。 

福丸さん「三十石」そうばさん藤沢周平作「踊る手」   

に挑戦。取も務める押しも押されぬ立派な中堅看板。 

落語会の後の新開地一杯飲みも楽しみ  

今もうれしい落語会。 

また三宮で仲間営む串焼き店で続ける故郷仲間のホーム 

グラウンド“栄太郎 元気かい” もうれしい。  

今を元気に。 



■ 年寄りのつぶやき “ぶつぶつぶつ” 

 何でもかんでも現実から目をそらし、その場しのぎ。行動せず、模様眺めの日本。  

     世界の場に出た政治家たちの姿には日本の方向が見えぬ。まるで参加するのに意義をもとめるかのよう 

     マスコミもまた「公器」を口にするが、あからさまな忖度が見え、目にする若者たちまで・・・・ 

     世界で 幼い子供たちまでもが、生きることに立ち向かっているというのに……  

     TVなどに違和感を持つことが、多くなりました。 

     どこにそれをぶつけたらいいのか……・何か変な日本。 

     世界の若者が日本で発見するリフレッシュ日本の数々。びっくりマナコで見る。 

 

     資源のない日本の成長が止まる中、老齢人口の急増・物価高・成長産業の衰退に見舞われている。 

     経験・手本のない時代に、日本の蓄積も底をつき、行き先が見えない。 

     インフラのほころび・日本の成長を支えてきた企業の衰退 

     それでもまだ「今までに経験してきたことがない・・・・」 

     「自分が手を引けば・・・・・」の老獪言い訳の横行のほうかむり。 

   「・・・・ねばならぬ」「・・・といわざるをえない」の無責任   

 

     かつて若者に託して高度成長の急成長を遂げた日本。 

     サッカー・野球ほかスポーツに見る若者の活躍が今、それを示しているとみる。 

     若者に「やってみなはれ」と託す時がきたと。 

     また 勝手な年寄りのぶつぶつ。 

 

HP更新作業を遅まきながら初めて、やっと１１月更新ができました。 

言葉足らずのページの羅列になってしまいましたが、よくも悪くも日本・世界そして地球環境までもが、今おか

しくなっている。 日常の諸活動・動きばかりでなく、日本のインフラも点検・補修が十分できていないのか何

かおかしい。今までと違う兆候が見え始めた。 

大きな変化・混沌の時代の流れを反映してか 世の中も 次々とおかしなことが起こっている。 

いま どうすればよいのか・・・・・ 

経験・スピードそして、マニュアル・数頼み等々だけではどうしようもないと。 

今 そんな中で、自分の立ち位置は…・・と。 

◎ 更新のファイルが出来上がった11月17日の神戸新聞コラム「正平調」に 

今の国内世相をよく表しているなぁ…・・と思った掲載がありましたので転記紹介。 
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本当に今の政治に期待する声がほとんど聞かれない。 

ふと頭によぎったのが、いま感じている政治家やマスコミに感じている違和感は 

「中央・東京」と「地方」の構図で説明できるかも…・ 「地方」は自分たちの領域ではないのかと。 

 

時折 耳にする若者の会話にも同じことを感じる時がある。  

もう今を謳歌しているだけで 思いやりも何もない。 

そんなままで、今の日本は動いているのではないか・・・ 

よく言われた前高度成長時代の企業幹部と現場の構図が 

今の日本社会にそっくりそのまま今も受け継がれ、進歩がない。 時代思考がストップのままなのか。 

今の丸投げ政治などそのものではないか・・・・・と。 

 

ぶつぶつ 何の足しにもなりませんが、元気に暮らしています。 

HP更新 頭が回らず。 集めたバラバラ資料を日寝返しつつ  

結局 多くを神戸へ新聞等のきりぬきとインターネットニュースに頼ってしまいました。 

勝手な言い草ばかりですが、どっかでふりかえってもらえれば…・。  

こっちも無責任化もしけず、お許しを 

良くも悪くも時代が変わる激動の中にいる なんとかなるさの時代感覚とはちょっとちがうなぁ・・・・・と。 

変革の時代 日本・世界そして地球環境までも・・・ 

でも 野山や田園や里のゆったりした中に身を置く心地よさ    コスモスの秋が過ぎてゆく。 

まもなく師走 また1年。 

物価の上昇等々先行きの見えぬ厳しさに度重なる線状降水帯発生の災害の激甚化等々厳しい日  々

後ろから今を考える高齢の仲間入り 老化や病気と闘う先輩や仲間の今を聞くことも増え、 

訃報に涙ぐむことも多くなりましたが、”元気に毎日を”と元気に動けることに感謝しつつ 

自らを奮い立たせています。 

  

いつも ありがとうございます。  

仲間の元気は みんなの応援歌 

   God be with You!!    &  You Raise Me Up 

お互い無理せず、今を元気に   

2023.11.17.  やっとHP月更新を終えて From Kobe   Mutsu  Nakanishi 

 

【From  Kobe 2023 】11月 深まりゆく秋 コスモスの秋 

コスモスの秋 点描 神戸便り  2023. 11. 15.  

収録1.   国際情勢は厳しい混乱の時代に  今月神戸新聞 朝刊コラム「正平調」他 気になった記事から転記 

 収録2. 文珍さんの落語的見聞録 「時間をかける旅が一番 リッチ」 

 収録3. 関西決戦の日本シリーズに関西は大盛り上がり  日本シリーズによせて これぞ野球!! そして関西人 

 



【From Kobe 2023 11月】 

  収 録 1   

■ 何でもかんでも現状から目をそらし、行動せず、模様眺めの日本。  

   世界の場に出た政治家たちの姿に日本の方向は見えぬ、視点と判断のない今の日本の現状 

   世界の若者までがそれを指摘する。 世界の若者が日本で発見するリフレッシュ日本の数々。 

  井の中の蛙から、とびださねば・・・・と。 ついぶつぶつです 

 資源のない日本が今、成長が止まる中、老齢人口の急増・物価高・成長産業の衰退に見舞われている。 

経験・手本のない時代に、日本の蓄積も底をつき、行き先が見えない。 

インフラのほころび・日本の成長を支えてきた企業の衰退 

「今までに経験してきたことがない・・・・」「自分が手を引けば・・・・・」の老獪言い訳の横行。  

若者に託して高度成長の急成長を遂げた日本。 サッカー・野球ほかスポーツに見る若者の活躍に 

日本の取るべき道が垣間見える。若者に「やってみなはれ」と託す時代がきた。 

そんな思いが強い11月です  勝手なぶつぶつ 皆様にはどう見えますでしょうか…… 

                  2023.11.10. From Kobe  Mutsu Nakanishi 

 

■ 神戸新聞 11月1日朝刊 文化面「汀にて」鷲田 清一 より転記 

    < マジョリティとはだれか>  強者に追随 身を潜める者 
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■ 今月の神戸新聞コラム「正平調」2023.11.3.より転記 

便利さだけがキーワードの日本 もっと情報操作・AIの危うさに取組まねば・・・・   

 

チャットAIのあやうさや恣意的な情報のバラマキ操作等  々 高度情報化社会の闇がひそかに進行する。 

「みんなで渡れば怖くない」と乗り遅れたらだめだとの話がインターネットを通して拡散。 

どう整理すれば良いのか判らずのままにいるが、今日の神戸新聞のコラム正平調氏の話がよく解る。 

googleや旧Face Book等の横暴ぶりに規制強化が議論されているが、日本での現状は野放しに近い。 

身近にもブロワーを使っての恣意的情報・偽情報そして闇サイト等々数々のおかしな事が流布されている。 

EUではインターネット閲覧者の情報を勝手に集め、恣意的な情報を送り付けることの規制強化に舵を切った。 

日本ではすぐビジネスに乗り遅れるという論が恣意的に拡大するが、何とかならぬか・・・   

TVまでもが、肯定的な取り上げ方でルポと称してばらまきに参加と見える。  

インターネットがますます便利になって 規制のベースが定まらぬまま悪の巣窟になって、日に日に犠牲者が闇の

中に引き込まれる現状。危険予知でもよく言われる「まずフェイルセーフ安全側へ倒して」から議論することも大

事。もうそんな段階にきているとみるが・・・・。  

この膨大な偽・恣意的情報を使う操作ビジネスの拡散に目を向けなければ、 

高度通信社会の崩壊をもたらすと・・・・。 

      2023.11.4. From Kobe   Mutsu  Nakanishi 

 

 

■ 最近の新聞などを読んでいて感じること   

【理念からの原点復帰 一致点を説いて回る論客はいないのかと】 

最近の正平調氏の話を読み、今の混乱の世相に 一致点を説いて回る論客はいないのかと  

◆ 伝統を守ることの重要性と革新  今を生きるためにどうすればいいのか・・・・ 

◆ ロシアの侵略／ウクライナ & イスラエルの侵略／パレスチナ それぞれ言い分がある. 

両方がテーブルにつく一致点はどこにあるのか… 

我々だって、日頃耳にするのは西側の情報ばかり… これが正義といえるのか・・・・   

日本政治だって 数頼み・仲間頼みのその場対応・丸投げ政治 これて良いのか… 

基本を忘れ、即物的な対応ばかりでは、永遠に一致点は見つからぬ。 

原点に戻ってというが、緒方貞子さんの言葉が心に響く 

「守らねばならぬ命」 いま こんなことを言うと叱られるかもしれないが、これが原点回帰の基本か・・・ 

話のすれ違い等々は 周りでもいつもこんな事が起っている。  

何を大切にせねばならないのか‥‥疑心暗鬼ではいつまでたっても言葉遊びの域と。 

今必要な一致点を説いて回る論客はいないのかと‥‥ 

     2023.11.1. from Kobe   Mutsu Nakanishi 



■ 2023.10.25. 神戸新聞「正平調」より転記 

きょうもまた、世界の何処かで「愛国の華」が散っているのかもしれない 

  
■ 2023.10.18.神戸新聞「正平調」より転記 

人口減少が止めがたい今 趣旨をそこなわぬよう、できる形を模索してもよいのではないか。 

で祭りのバトン代々つないできた先人たちも、なくなるよりそちらの方を望むはずだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

収録2   文珍さんの落語的見聞録 「時間をかける旅が一番 リッチ」 

   東海道新幹線は10月末でワゴンでの車内販売をやめるという。  

スピード・効率ばかりを追求してきた日本の昨今 コロナも収まって旅行ブームという今、 

かつての旅を思い出して、旅にでたいなぁ・・・ あそこもここもと。 

   でも 今 旅の形も眺める景色も随分 変わったのだろうなぁ…… 

   文珍さんの落語「さる後家」よく知らず。落語「さる後家」の中に、こんな会話があったかなぁ…と。 

   秋の夜長 ゆっくりくつろぎながら 今一度 落語に耳を傾けるのもよし。 

                              2023.10．20. Mutsu Nakanishi 
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阪神優勝おめでとう!!  若者たちの躍動に元気をもらう 
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日本シリーズに寄せて これぞ野球 そして関西人と 

神戸新聞コラム 正平調より  2023.11.7.   Mutsu Nakanishi 

◎2023.10.28. 日本シリーズ開幕の日の神戸新聞コラム「正平調」 

優勝パレードで日本一の横断幕を掲げているのはどっち?  どちらであっても大歓迎。  

神戸新聞発言欄に掲載された８１歳の男性の投書に「子どもの頃からの阪神ファンだが、オリックスが勝って

も『まあ、いいか』という気持ちだ」という８１歳男性の投書が載っていた。  

逆のパターンも含め、これがおおよそのファン心理と思いたい。 

 

今回ばかりは関西はみんな同じ気持やなぁ… ふむ ふむ ふむと。 

それにしても今年の日本シリーズ 甲子園の阪神の大応援団。すごすぎた… 

また、もう忘れかけていた阪神村山実さん そしてバッキー の名が出てきて、どっちも懐かしいなぁ…・と。 

◎2023.11.6. 阪神が日本シリーズ 優勝を決めた後の11.10.の神戸新聞朝刊コラム「正平調」 

 遠くスタンドに向けて 放物線を描く打球は本当に美しい。 

いろんな人の思いを乗せたボールが9回、高々と舞い上がる。これぞ野球 

 

日本シリース第7戦 9回裏 大量リードされたオリックスの攻撃 

いろんな人の思いを乗せたボールが9回、高々と舞い上がる。 

一つは オリックス 頓宮のホームランの打球が舞い上がり そして最終打者杉本 のレフトへの打球が 

阪神 ノイジーのグラブに収まった。目にはグラブに収まる打球の残像が残る。 あぁ終わったと。 

阪神 優勝おめでとう  満身創痍の中で戦ったオリックス よく頑張った。 関西にうれしい秋 

今回の日本シリーズもまた、若者たちが躍動 今の日本に必要なのはこの若者のパワーだとつくづく。 

2023.11.10.From Kobe  Mutsu Nakanishi 
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【From Kobe 2023】 12月師走 神戸の街で    2023.12.15. 

歳老いて忘れていたものを若者たちが教えてくれた「この厳しい時代を生きる知恵 生きる力」 

今年の秋若者たちが見せてくれた躍動「一つになれば 奇跡は何度も起きる」 

 

師走12月初め 毎日の散歩道で まだ秋が残る師走 わが街 妙法寺 若草の丘界隈 

 

    新神戸駅のすぐ北 布引谷 徳光院の紅葉も真っ赤になりました 

まだ北風小僧はやって来ず、街には真っ赤な紅葉が残る師走に。 地球温暖化の影響なのか 12 月になって街の街路樹は

真っ赤に色付く街紅葉。 神戸の街中では、真っ赤に色づかぬ紅葉も街中の紅葉の名所 「新神戸布引谷 徳光院の紅葉も

真っ赤に」  毎年 12月恒例「神戸ルミナリエ」が 1月に変更になった事もあって、まだまだ秋の雰囲気。 

でも、街中にはマスクなしの笑顔があふれ、なんとなく嬉しくなる今年の師走です 

遅れましたが、１２月初め 師走を迎えた神戸の街の師走の便りです。 

 

歳老いて忘れていたものを若者たちが教えてくれた「この厳しい時代を生きる知恵 生きる力」 

今年の秋若者たちが見せてくれた躍動「一つになれば 奇跡は何度も起きる」 

  

   ■ Merry Christmas! 2023 "God be with YOU!!"  

         われら地球人 平和で穏やかな暮らしに思いをはせつつ  

■ 師走の街 神戸 街には真っ赤な紅葉が残る中 あっというまに師走に  

     収録1. 文珍さんの落語的見聞録「 キャッシュレスの「時うどん」は」   

             後戻りができなくなったデジタル時代 一番大切なのはルールと知恵かと 

   収録2. 今月の神戸新聞コラム「正平調」ほか 気になった今月ニュースメモ ぶつぶつの言い残し 

    収録3. 和鉄の道2023年1年を振り返って 
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 ■ Merry Christmas! 2023  "God be with YOU!!" & “ You Raise Me UP” 

    われら地球人 平和で穏やかな暮らしに思いをはせつつ  

 

みんなの 笑顔が取り戻せるよう 明日への思いを託して 

 
即時停戦、ウクライナ・パレスチナに穏やかな暮らしが取り戻せますように  

高齢化が進む中で迎える「ポストコロナ・低炭素社会構築」大変革の新時代   

はじめて気が付いた戦争の悲惨・核戦争の危機  

ゲームの世界が今現実にわが身に降りかかる  

ぬるま湯日本もまた、厳しい現実にさらされている。  

「相手を思う心のやさしさ」地球人としての自覚なしには生きられぬ時代です 

今こそ人類が命をつないでこれたルーツに思いを馳せて  

しっかり今を今を生きねばの思いが募る Merry Christmas!! 

 

                 From Kobe Mutsu Nakanishi   

 

 

 

Merry  Christmas!!  2023 

◆ 11月From Kobe 収録  NHK BS アナザーストーリズより 

  小さな巨人 緒方貞子さん 運命の分岐点 を聴取して 

https://www.nhk.jp/p/anotherstories/ts/VWRZ1WWNYP/episode/te/B5GY9G671W/


■ ２０２３年師走を迎えた神戸の街景色  マスクを外した笑顔 周りの景色もどことなくあでやかに 

   

   



収録1.   文珍さんの落語的見聞録 「キャッシュレスの 『時うどん』は」 

後戻りができなくなったデジタル時代 一番大切なのはルールと知恵かと 文珍さん 

                                神戸新聞  2023.11.16. 文珍さんの落語的見聞録より 
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収録2. 今月の神戸新聞コラム「正平調」より 

 気になった今月のニュースメモの記録  ぶつぶつのつぶやきも 

◎ 2023.11.27. 神戸新聞正平調 

「ミスターラグビー」と呼ばれた平尾誠二さんは試合前のジャンケンはグーしか出さない。 

それを知っている相手はどうでるか  それを知っている相手はどう出るか…  

これで相手の作戦を読み解いたという。 そしてまた、今の政治はどうなんだろうか・・・・と 

ジャンケンに負けた平尾氏は「目の前の十円」を拾うようでは試合には勝てんぞ」と 

相手選手に行ったと正平調氏は言う。 

思わず引き込まれて、最後まで読んで、正平調氏のなぞ解きに「ふむふむふむ」と。 

  

ラグビーシーズンが始まり、先のワールドカップで活躍した外国選手たちが、こぞって日本のチームに入っ

て、今年はすごい戦いに。 楽しいラグビーシーズンの幕開けです。 

◎ 2023.11.28. 神戸新聞正平調 

かつて 単身赴任していた山口の話を神戸新聞正平調氏が取り上げた。 

それも 山口の詩人 中原中也のつぶやき「思えば遠く来たもんだ」の詩の一行から、 

さらに先日訃報が報じられた小説家 伊集院静さんの小説も取り上げられていた。 

伊集院静さんも山口の出身と。山口県の風土について綴られていて懐かしい。 

もう山口を離れ、２０数年でも懐かしい。「思えば遠く・・・・」 

今回 久しぶりに故郷の懐かしい工場街を歩きました。 故郷のことは何年たっても懐かしい。 
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 収録3. 和鉄の道2023年1年を振り返って 

 高齢化が進む中で迎えた「ポストコロナ」大変革の厳しい新時代の幕開け  

 

 

私の一番知りたかったHP「和鉄の道・Iron Road」のテーマ・Key Ward  

「人工鉄の起源」「和鉄伝来の道」「たたら製鉄の歴史探訪」「日本の起源・鉄の歴史」等々については 

ここ数年資料の合本整理もして、一応道がついたと。 

〇「和鉄の道」・「風来坊」「四季折々・From Kobe 」それぞれに1999年2022年の年次Fileとして、 

収蔵しています。まだまだ、整理のつかない文もありますが、日本国中勝手気ままな風来坊の記録です。 

〇 また１０数年に及ぶ愛愛媛大東アジア古代鉄文化センターの「人口鉄の起源&ユーラシア大陸東遷の道」 

国際プロジェクトの年次成果報告会シンポにも毎年聴講させていただき、その聴講記録集成「たたらの源流 

鉄の起源 & ユーラシア大陸東遷の道」として「和鉄の道・Iron Road」選集整理させていただきました。 

長年鉄に携わってきた私の宝物になりました。 

〇 もう一つ 鉄のない世界 そして日本人のルーツ「縄文」の世界にも現地訪問や数々の会に参加させていただき、 

その素晴らしさを和鉄の道・Iron Roadで紹介させていただきました。 

そして、縄文の世界が世界遺産に登録されるとともに、数多くの仲間と接することができたのもうれしい思い出。 

 

■ 本年は「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と言われた「鉄」がこの新しい時代にどんな姿を見せてゆくのかと 

興味津々。新しい時代のキーワード。 

一方、世相は混沌 混乱の中１年たっても、世界は未だに方向が見いだせないでいる。 

そんな時代の転換点にいる自分を神戸の街からしっかり記録しておくのもHP「和鉄の道」 

目に留まれば、どこかで、何かの役に立つだろうと和鉄の道・Iron Road の発信を続けてきた１年でした。  

◆ 目を覆いたくなる悲惨なウクライナ・パレスチナ ガザの惨状   

絵空事・ゲームの世界と思っていたことが我が身に迫る。 

◆ また、地球温暖化と気候変動による激甚災害の多発原因は 

  人類社会がもたらした産物 今も続く大気中のCO2の急増による。 

神戸の街で暮らす私たちの身近にも、数々の環境変化が見えるようになってきた本年。 

社会生活への影響もひたひたと。もう待ったなしの時代に。 

2023年和鉄の道HP  Top page 季節の便りリスト  

地球温暖化と激甚化する自然災害の急増と理不尽な戦乱の時代 

即時対応は待ったなし また「鉄はどんな姿を見せたのか」 
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■ Mutsu Nakanishi HP 和鉄の道 まとめ Review 選集 ■ 

和鉄の道 home page  開設 20 年余 「和鉄の道・Iron Road Review」 

1. 私蔵版「和鉄の道・Iron Road」【Review1】  

   2000・2001日本の源流・たたらとの出会い 

2. 私蔵版「和鉄の道・Iron Road」【Review2】  

   たたら探訪通史（たたらの歴史 

 

穴澤功氏講演資料「我が国の製鉄遺跡の歴史」をベースに和鉄の道を眺める 

     私蔵版「和鉄の道・Iron Road」【 Review1 】   私蔵版「和鉄の道・Iron Road」【Review 2 】 

2000・2001日本の源流・たたらとの出会い      たたら探訪通史（たたらの歴史）     

   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 日本人の心の故郷 縄文  ユネスコ世界遺産 北の縄文遺跡群  

日本人の心の故郷「縄文」を世界の人に知ってほしい 

    
   【スライド動画】縄文の心を映すストーンサークル 縄文帰りの勧め 

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm  

一万年も平和で豊かな生活が続いた時代 

世界に類のない「日本の縄文」 そのエンジンは「利他:他人を思いやる心」 

家族・仲間に思いを寄せつつ世界平和の願いもひとしお 

平和で穏やかな暮らしが広く行き渡りますように                            

 

「北海道・北東                        

私蔵版「和鉄の道・Iron Road」【Review1】2000・2001日本の源流・たたらとの出会い 

【スライド動画】   : https://www.infokkkna.com/ironroad/2021htm/iron17/R0312MutsuIronRoad2021A.mp4 

【Pdf Photo Album】: https://www.infokkkna.com/ironroad/2021htm/iron17/R0312MutsuIronRoad2021Aphoto.pdf 

【Pdf web File】   : https://www.infokkkna.com/ironroad/2021htm/iron17/R0312MutsuIronRoad2021Aweb.pdf     

私蔵版「和鉄の道・Iron Road」【Review2】 たたら探訪通史（たたらの歴史） 

【スライド動画】   : https://www.infokkkna.com/ironroad/2021htm/iron17/R0312MutsuIronRoad2021B.mp4 

【Pdf Photo Album】: https://www.infokkkna.com/ironroad/2021htm/iron17/R0312MutsuIronRoad2021Bphoto.pdf 

【Pdf web File】   : https://www.infokkkna.com/ironroad/2021htm/iron17/R0312MutsuIronRoad2021Bweb.pdf 
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      和鉄の道 ここ数年 少しづつ整理してきた和鉄の道選集  

ふと目に留まればと。HPからご覧ください。 

   

    

  

     

   
        

                                  2023.12.15.  From Kobe  Mutsu  Nakanishi 
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  「Stop the War  即時停戦」「低炭素社会実現は待ったなし」 

  key wardは「命は宝:かけがえのない存在」ではないか? 

   「未来への共感 平和共存のテーブル」についてもらいたい。大国の傘を脱して、多様化共存の道を地球規模で 

捉えなければ、道は開けない。  

やっぱり、「命は宝」「利他の心」「他を思う心」 

人類がアフリカ加瀬ら脱出して世界へひろがったあの狭い道が頭をよぎる。 

    でも 解っていても政治は「刹那の今で動く利己主義」が至る所に顔を出す。 

   いまだに日本も世界も突破口が見つけられず、右往左往。みんなが懸命に模索が続く 

和鉄の道・Iron Road 来年へ引き継ぐ一番重いテーマです。 

あきらめず、一日も早く平和の道が開けますよう。 

 

    また、神戸から発信を続けてきたWalking  「気力」と「好奇心」が一番だいじかなぁ・・・・と想う歳に 

なりました。思いつくまま気の向くまま 私の風来坊記録。来年もそれが続けられれば一番と。 

    スライド動画に撮った神戸近郊の街・田園風景は四季折  々移りゆく2023年神戸の歳時記 

   眺めてみると年々薄らぐ季節感の記録。 

８０歳 高齢を迎え、環境・周りの自然ばかりでなく、自分自身も大きな変わり目、 

これから一山もふた山を越えねばと。 

.    

  時代の転換点の今 来年のリーダーには能動的で「リーダーの孤独」が解るフレッシュな人になってほしいなぁと 

思うのですが・・・・どうでしょうか・・・・ 

師走になってもいまだにドタバタの政治家たち。 

自分たちが一番無責任とは思わないのか、、、その姿は一番乏しい姿に見える 

師走まで ぶつぶつ言うのはやめて、新しい道につなげねばと。 

地球を舞台に起こる流れの中 「鉄」をキーワードに老いゆく自分の2023記録メモ 

この一年 勝手な風来坊にお付き合いいただき、ありがとうございました。 引き続きよろしくお願いします。 

 あっという間に秋から冬へ でも北風小僧はこれから みんな みんな 本当にありがとう 

思いはみんな同じ 仲間の笑顔がみんなの応援歌 無理せず 時には声をあげて 

God be with You!! & You Raise Me Up!! 

ありがとうございます。一歩また一歩 元気に毎日を 

  2023.12.10. 今年一年を振り返りつつ From Kobe 
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